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真鶴半島の地形・ 地質

は箱根火山と 関係があ

る。 箱根火山で は、 65

万年前から 23 万年前ま

でのおよそ 40 万年の間

に い く つも の火山がで

き、 23 万 年 前 か ら 13
万年前の間に は何回か

の大き な 火砕流が流れ

出し 、 カ ルデラ と 外輪山

がで き た と 考え ら れて

いる。 こ のと き 、 外輪山

で は小さ な 火山がた く

さ ん噴火し 、 真鶴半島も

こ のと き の小さ な 火山

から で き た と 考え ら れ

ている。 いちばん最近の

箱根火山の大規模な 噴

火はおよ そ 3 千年前で、 大涌谷で噴火し たのが

最後であると いわれている。

背後の山地にある 溶岩の一部は小松石と よ

ばれる 安山岩であり 、 中世から 現在まで、 こ の

小松石の採
さ い

掘
く つ

が真鶴を 特徴づける 産業の一つと

なっ ている。

出展：日本地質学会発行（国立公園地質リーフレットたんけんシリーズ 1 

「箱根火山たんけんマップー今、生きている火山一」）作図’長井雅史 

現在の小松石採石場のようす

第３章 自然

１  真鶴半島の成り 立ち

真鶴町は、 箱根火山の南東に位置し 、 相模湾西端の小さ な真鶴半島と 、 背後

の山地から なり 、 南東から 北西に伸びた細長い形を し ている。 真鶴半島の先端

は真鶴岬で、 県立真鶴半島自然公園に指定さ れている。 岬の先には、 名勝地で

ある 三ツ石（ 正式には笠島） があり 、 引き 潮の際には、 こ の三ツ石まで歩いて

渡る こ と ができ る。 三ツ 石にいたる 浅瀬には、 県の天然記念物に指定さ れてい

る ウメ ボシイ ソ ギンチャ ク が群
ぐ ん

棲
せい

し ている。 全般に起伏が多く 、 平地が少ない

地形が町全域に広がり 、 北部の海岸沿いの丘
き ゅ う

陵
り ょ う

は箱根火山の一部で、 ミ カ ン の

栽培が行われている。

箱根火山の形成史　
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真鶴半島を散策し てみよう

三ツ石から 岩海岸まで歩く と 、 どのよう な自然観察ができ るかみてみよ

う 。 モデルコ ースは番場浦海岸付近→お林遊歩道付近→琴ヶ 浜海岸付近→

岩海岸です。 季節によっ て目立つ植物が違い、 理科の授業で扱う 植物や岩

石なども あり ますから 、 植物図鑑などを 手に同じ コ ースを 巡っ てみまし ょ

う 。 観察すると 真鶴の自然がより 身近になると 思います。

真鶴半島は近海を 流れる 黒潮（ 日本海流） の影響で、 四季を 通じ て比較的温

暖である。2000 ～2009( 平成12 ～平成21) 年の10 年間の平均気温は約17℃で、

月の平均降水量は約 164mm である。 平均寒暖の差は少なく 、 降雪はほと んど

ない。 春夏は北東風が多く 吹き、 秋季から 冬季にかけては西風か北西風が多い。

月別平均気温と総雨量（令和４年）
（℃)

１月

資料：湯河原町消防本部
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（ １ ） 番場浦海岸付近

番
ばん

場
ば

浦
う ら

海岸ではハマユウが目につく 。 真鶴町の花でも ある ハマユウの花の時

期は 7 月中旬から 下旬である。 白い花がまと まっ

て咲く 姿は優雅で気品がある。 こ のハマユウは冬

の寒さ が厳し い地域では生育でき ない。 真鶴の気

候が温暖であるこ と を 示すも のである。 海岸線を

遊歩道に沿っ て歩いていく と 、 ナンテンハギ、 イ

ソ ギク 、 アシタ バ、 ツ ワブキなどが見つかる。 三

ツ石の目の前までく ると 、 コ バノ タ ツ ナミ ソ ウな

ど、 温暖な海岸線でよく 見ら れるも のが見つかる。 町の花「ハマユウ」

２  気候

３  真鶴半島の植物
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波打ち際から 真鶴半島をつく る真鶴溶岩（ 約 15 万年前） が露出する岩場の崖
がけ

下にかけては、 強い日光と 潮風にさ ら さ れている 地域で、 わずかな石のすき 間

に自生する も のが目立つ。 こ こ ではラ セイ タ ソ ウ、 ボタ ン ボウフ ウ、 ハマヒ ル

ガオ、 ハマエン ド ウ、 ハチジョ ウススキ、 ハマダイ コ ン、 ハマツ メ ク サ、 イ ソ

ギク 、 スカ シユリ 、 ツ ワブキ、 アシタ バ、 イ タ ド リ 、 ハマゴウなどの低木や草

本が見ら れる。 山
さ ん

腹
ぷく

にかけての斜面では、 秋の七草である ク ズや樹木ではオオ

バヤシャ ブシなどを観察するこ と ができ る。

ボタンボウフウ ハマヒルガオ ハチジョウススキ

ハマダイコン ハマツメクサ イソギク

ツワブキ アシタバ ハマゴウ

真鶴溶岩（ 安
あん

山
ざ ん

岩
がん

） の石切り と 積み出し の丁
ちょ う

場
ば

跡
あと

では、 火山岩の１ つである

安山岩の観察ができ る。 長
ちょ う

石
せき

や輝
き

石
せき

の比較的大き な斑
はん

晶
し ょ う

が肉眼でも わかる。 こ

こ を 過ぎ る と 、 ス ダジ イ の林になる。 ス ダジイ は生命力が強い木で、 傷
いた

んで

く る と その根元から 新たな幹が出て く る が、 そのよ う な世代交代の様子も 見

てみる のも おも し ろ い。 海岸の斜面よ り 上の半島を と り ま く 周囲部で は、 風

雨が強く あたる ため、 比較的背の低い植物が多い。 草本と し て、 カ ラ スウリ 、
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（ ２ ） お林遊歩道付近

中川一政美術館を 過ぎて右手がわに「 お

林」 を 散策でき る 遊歩道がある。 こ のお林

は、 ク ロ マツ の中にアカ マツ が見受けら れ

る。 ふつう は山の松と よ ばれる アカ マツ が

半島部に割り と 多く 見受けら れる が、 理由

はあまり はっ き り と し ていない。 ど ち ら の

松も 植林さ れたも のである。

ヤブレガサ、 マメ ヅタ 、 キチジョ

ウ ソ ウ、 ノ キシ ノ ブ、 コ シ ダ、

ウラ ジロ、 チヂミ ザサ、 オト コ

エ シ など。 木本と し て、 マルバ

グミ 、 マルバシャ リ ン バイ 、 ト

ベラ 、 カ ジ イ チゴ、 キブ シ、 オ

オバヤシャ ブ シ、 ク ロ マツ、 ヒ

メ ユズリ ハ、シロダモ、ヤマグワ、

エ ノ キ、 ハゼノ キなど が見ら れ

る。

番場浦海岸付近では、 ツ ユク サの群
ぐ ん

落
ら く

やアカ メ ガシワを 見つける こ と ができ

る。 理科の授業で気
き

孔
こ う

や維
い

管
かん

束
そく

を 顕微鏡で見る こ と がある。 ツ ユク サは、 葉の

裏の表皮がはがれやすく 、 気孔の観察にと ても 適し ている。 また、 アカ メ ガシ

ワは、 維管束がはっ き り と し ているので、 茎を切断し て観察すると よいだろ う 。

番場浦海岸上のスダジイ原生林（写真左下が丁場跡）

ツユクサ アカメガシワ

遊歩道入口
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遊歩道の入口には、 ヒ メ ノ ガ リ ヤス、

オオバコ 、 ホシダ、 ヤブ ニッ ケイ 、 チヂ

ミ ザサ、 イ ヌ ビ ワ、 ヤブ ミ ョ ウガなど が

目につく 。 ヒ メ ノ ガリ ヤスは箱根に多く

見受けら れる も ので、 葉の表裏が逆のよ

う に見え る。 表面の光沢や葉脈の様子な

ど を じ っ く り 観察し てみる と よ い。 ヤブ

ニッ ケイ は三本の目立つ葉脈を も つ葉に

特徴があり 、 茎を 折っ てみる と かすかにニッ キに似たよ い香り がする。 遊歩道

を し ばら く 入る と あたり は薄暗く 、 空気も ひんやり と する。 林の中の木の根元

や地面近く を 林
り ん

床
し ょ う

と よ ぶが、 スダジイ の林床と ク ロマツ やク スノ キの林床と で

は微妙に明る さ が違う 。 スダジイ は上部の枝と 葉が万
まん

遍
べん

なく 生
お

い茂り 、 林床ま

での木
こ

漏
も

れ日
び

がほと んどない。 そのため林床に草本が育ちにく く なっ てし まう 。

以前はこ のスダジイ を切っ てし まっ たこ と があると いう こ と である。

一方ク スノ キの林床は少し 明る く なり 、 根元の草本も 豊富になる。 こ れは、

ク スノ キの枝葉の生い茂り 方に特徴がある ためで、 見上げてみると 右の写真の

よ う に互いが重なら ないよ う に譲り 合っ ている よう である。 日光を 能率よ く 浴

びるよう にでき ている。 スダジイ と の違いを確認し てみよう 。

お林の中には、 樹
じ ゅ

齢
れい

100 年を 越すよう な大木も 多く なる 。 木
も く

本
ほん

と し ては、 ク

ロ マ ツ、 ク ス ノ キ、 ス ダ ジ イ な ど の大木のほか、 ヒ メ ユズリ ハ、 タ ブ ノ キ、

ヒメユズリハ シラカシ ヤブニッケイ

ヤブツバキ ウラジロ ノキシノブ

クスノキ林を見上げる
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アラ カ シ、 シラ カ シ、 ヤブニッ ケイ 、 ヤブツ バキなどがある。 林床部の草本と

し ては、 コ シダ、 ウラ ジロ、 コ モチシダなどのシダ類のほかに、 キチジョ ウソ ウ、

ヤブミ ョ ウガ、 シャ ガ、 ノ キシノ ブなどが見ら れる。

お林（ 魚
う お

付
つき

保
ほ

安
あん

林
り ん

） 入り 口には、 1959( 昭和 34) 年 4 月 1 日に、 真鶴町長橋本

徳治氏によ っ て立てら れた町有林記念碑があり 、 碑文には以下のよ う なこ と が

記さ れている。

・ ・ ・ 古く から 真鶴人はこ の岬を お林と 呼び、 沿岸漁業の魚付保安林と

し て育成、 樹齢 300 年余の老松が悠然と し てそびえ、 多種多様の巨木が空

を 覆い昼なお暗く 、 学術上貴重な植物も 多数繁
はん

茂
も

し 路
みち

行く 人を深
し ん

山
ざ ん

幽
ゆう

谷
こ く

に

誘い、 樹間に見える伊豆相模の海は奇
き

岩
がん

絶壁を 洗い、 その風景の変化は近

郷まれに見る美観である。

昔は村有であっ たが後に小田原城主の所有と なり 、 明治になっ てから 皇

室御用林と なり 、 大東亜戦争終了

と 共に国有林と なっ た。 町は昭和

５ 年頃から 真鶴半島開発を計画し

御用林の払い下げ運動を展開し た

が実現を 見なかっ た。 昭和 26 年

に国有林野整備臨時措置法が公布

さ れ、 昭和 27 年７ 月 23 日に町

有地と なっ た。・ ・ ・

注）大東亜戦争とは太平洋戦争のこと
町有林記念碑と遊歩道

こ の碑文から 真鶴の人が古く から 、 半島の森林と 半島周辺に集まる 魚群と の

関係を 重視し ていたこ と が知れる。 魚付林のはたら き は半島の森林部への降雨

によ り 、 林床部の土の中の養分が程よ く 含まれた水が半島の岩肌を 伝わっ て海

に流れ込む。 そのよ う な養分は植物性プラ ン ク ト ン の発生を 促し 、 動物性プラ

ンク ト ンや小型の魚への食物連鎖のスタ ート と なっ ている。

半島の森は「 神奈川の美
び

林
り ん

50 選」 にも 選ばれており 、 ク スノ キ、 スダジイ、

夕ブノ キ、 ク ロ マツ を 代表と する 照
し ょ う

葉
よう

樹
じ ゅ

林
り ん

である。 上層は前述のと おり 、 ク ス

ノ キ、 スダジイ 、 タ ブノ キ、 ク ロマツなどであるが、 下層はシロダモ、 アオキ、

ト ベラ 、マンリ ョ ウ、マルバグミ やつるをまく テイ カ カ ズラ 、キヅタ などがある。

また草本には、 ホシダ、 ベニシダなどがある。
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（ １ ） 琴ヶ 浜付近

真鶴の海岸は波
は

食
し ょ く

台
だい

が広がっ ている よ う

にみえる が、 その多く の場所が古く から の

石の採掘によ っ て削り 取ら れて形成さ れた

地形のよ う である。 琴ヶ 浜の遊歩道を 歩い

ていく と 、 次の写真のよ う に真鶴溶岩の安

山岩に採石のためにあけら れた穴（ 矢穴）

の跡を見つけるこ と ができる。

波打ち 際の岩石にも 矢穴を 見る こ と ができ る が、 こ れは海沿いの丁場から 石

を 切り 出すと 船で運ぶ際に都合がよ かっ たためである。 真鶴から 運ばれた石の

一部は江戸（ 現在の東京） にも 運搬さ れた記録が残っ ている。 こ の他に安山岩

には、 多く の割れ目が見ら れる。 こ れは節
せつ

理
り

と いう も ので、 高温の溶岩が固ま

る時に体積が縮むこ と ででき たひび割れである。

採石の跡(矢穴)が、写真のように琴ヶ浜の石に多く見られる

真鶴軽石層 真鶴軽石の集合体 真鶴軽石層表面の拡大

琴ヶ 浜海岸を 抜けて貴船神社下の崖を 見る と 白い軽石（ 真鶴軽石と よ ばれて

いる箱根火山の約 13 万年前の噴
ぶん

出
し ゅ つ

物
ぶつ

） から なる地層が観察できる。 軽石の層は

右側に下がる よ う に傾いている。 こ れは地殻変動で傾いたも のではなく 噴火当

時の地形が右下がり になっ ていたためである。 軽石は当時の地形を 雪のよ う に

おおっ ている。 比較的分かり やすい露
ろ

頭
と う

なので観察に適し ているが、 露頭表面は

かなり 風化が進んでおり 、危険防止のためコ ンク リ ート ブロッ ク が置かれている。

４  真鶴半島の岩石

琴ヶ浜付近
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（ ２ ） 岩海岸付近

岩海岸では海岸沿いに急な斜面があり 、 その斜面から 真鶴の地下の様子がど

のよ う になっ ているかを 一部見る こ と ができ る。 こ こ にある 厚い溶岩の層は岩
いわ

溶
よ う

岩
がん

と いう 安山岩で、真鶴半島をつく る真鶴溶岩約（ 15 万年前）より やや古い（ 約

18 万年前）。

５  箱根ジオパ一ク

ジオパ一ク と は、 地球活動の遺産を 主な見所と する 自然の中の公園である 。

ジオパ一ク はユネスコ の支援により 、 2004（ 平成 16） 年に設立さ れた世界ジオ

パ一ク ネッ ト ワーク により 、 世界各国で推進さ れている。

日本でも 、 いく つかのジオパ一ク があり 、 箱根ジオパ一ク 構想も その一つで

ある。 箱根火山は、 世界的にみても 大変有名な火山であり 、 豊かな自然と 密接

し た歴史がある。 現在、 箱根町、 小田原市、 真鶴町、 湯河原町及び神奈川県で

は平成 24 年度にジオパ一ク の認定をう けた。（ 平成 28 年 南足柄市が加わっ た。）

箱根ジオパ一ク では、 ジオパ一ク を 通じ て、 地域の自然・ 歴史・ 文化につい

てよ り 理解が深まり 、 地域への愛着や自然保護、 安全に暮ら せる 環境への関心

を高めるこ と などを目的と し ている。

真鶴町では、本コ ースで紹介し ている三ツ石海岸、番場浦海岸などの石丁場跡、

お林と 沿岸の漁
ぎょ

礁
し ょ う

、 貴船神社、 岩海岸やし と どの窟
いわや

がジオサイ ト と いう 見学地

に指定さ れている。
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（ ２ ） お林と 海岸部の鳥類

お林と は、 真鶴半島に広がる 林のこ と を いう 。 こ の林は原生林と いわれてい

る が、 遠い昔人の手によ っ て植栽さ れたも のが原生林に近い姿になっ ている 。

現在までこ の林は、 多く の動物を はぐ く むのに充分な環境と なり 、 鳥類は四季

折々に 100 種類以上が確認でき る。 秋のわたり の季節にはおおよそ１ 万羽を 越

える ヒ ヨ ド リ の群や、 それを 捕
ほ

食
し ょ く

する中小の猛
も う

禽
き ん

類
る い

である チゴハヤブサ、 ハイ

タ カ 、 ハヤブサ、 オオタ カ などが観察さ れるこ と がある。

周囲の海岸には、 遠く ロシアのカ ムチャ ッ カ やチュ コ ト 半島などから 多く のセ

グロカモメ やユリ カモメ などのカモメ の仲間が渡来し、 越
えっ

冬
と う

するのを観察できる。

海上にはヒ メ ウやウミ ウ、 ク ロ ガモそし てシノ リ ガモなども よ く 見る こ と が

でき る。 春の海岸にはク ロサギやキアシシギなどを 中心と する、 シギやチド リ

の仲間を 見る こ と ができ る。 こ のよ う に渡り 鳥にと っ て真鶴半島と お林は休息

の場、 採
さ い

餌
じ

の場と し て重要な意味をも っ ているこ と がわかる。

またお林には、温帯林特有の照葉樹林を好んで生活場所にし ている、アオバト 、

アオゲラ 、 コ ジュ ケイ 、 ヤマガラ 、 メ ジロ、 シジュ ウカ ラ 、 アカ ゲラ 、 エナガ

などの鳥類が多く 見ら れる。 観察中にヤマガラ が古
こ

木
ぼく

の洞
ほら

にたまっ た雨水で水

浴びをし ている所なども 見るこ と ができ る。

厳冬期にはアオキの低木相の中にク ロジが群れで越冬し ている のを 観察する

こ と ができ る。 ク ロジは元来長野県の戸
と が

隠
く し

などで繁
はん

殖
し ょ く

し 、 県内でも 普通には見

る こ と ができ ない種である。 こ の季節のお林は多く の小鳥たち でにぎわう 。 こ

のにぎわいは前述のよ う に照葉樹林を 好む鳥と 、 渡っ てき て越冬し ている 鳥た

ち なので、 何種かの鳥が冬のあいだ一緒に群れを 作っ て生活し ている。 こ のよ

う な群れの生活を 混
こ ん

群
ぐ ん

と よ んでいる。 混群は林全体が多く の鳥によ っ て効率よ

く 使われ、 それが林を 健康にまた活性さ せるのに役立っ ている。 こ う いっ た鳥
ちょ う

（ １ ） ほ乳
ほ

類
にゅ う

陸上動物の生息は小規模な上、 原生林が鉄道、 自動車道路・ 市街地などによっ

て分断さ れていてあまり 多く ないと 考えら れていた。 し かし 近年ハク ビ シン や

タ ヌ キなどが見ら れるこ と から その生息分布が市街地付近から 半島の内部にまで

広がっ ていると 考えら れる。 また冬が近づく と サルが中学校近辺に現れるこ と も

ある。

元来中型のほ乳類は人工物ができ ても その分布を大き く 変えるこ と はせず、 む

し ろ その環境に適応し ていく のが常である。

６  動物
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・ 町の鳥　 イ ソ ヒ ヨ ド リ

イ ソ ヒ ヨ ド リ は「 ヒ ヨ ド リ 」 と いう 名がついて

いる がヒ ヨ ド リ の仲間から は遠く 、 ツ グミ の仲間

に近い。 海岸付近に生活し ているのが見ら れるが、

近年は生活環境を町の中心付近にまで求めている。

こ れはビ ルを 海岸の岩
がん

礁
し ょ う

地帯に置き 換えている か

ら である。

イ ソ ヒ ヨ ド リ の羽の色はオスと メ スと で異なる 。

メ スは黄
おう

土
ど

褐
かっ

色
し ょ く

で斑点が散在するシンプルなも の。

オスは体の上面がダーク ブルーで胸から 腹がレンガ色をし ている。（ 上の図）

真鶴町内では海岸はも ち ろ んマン ショ ン の屋上や真鶴中学校の屋上で普通に

その姿を観察するこ と ができ る。

イソヒヨドリ（オス）

（ ３ ） 磯の生物

真鶴の生物を 語る 上で鳥類と その他の陸上動物よ り 以上に重要な位置を 占め

る のが海岸動物である。 外洋に接し た海岸線は、 砂浜海岸、 転
て ん

石
せき

海岸と 岩
がん

礁
し ょ う

海

岸の 3 つに大き く 区分さ れるが神奈川県の海岸線はその多く が砂浜海岸である。

砂は波
は

浪
ろ う

によ り 移動し やすく 不安定なので生活し にく い。 安定し ていて生物の

生活に都合のよ い岩
がん

礁
し ょ う

海岸と し ては東に三浦半鳥がある が、 真鶴半島は小規模

ながら 神奈川県の西
せい

端
たん

に位置する こ と と 、 輝
き

石
せき

安山岩によ る 硬質の岩礁海岸と

いう こ と で重要な意味を持っ ている。

次に典型的な岩礁海岸であり 海岸生物の観察地と し て優れている 場所を 記す

ので干
かん

潮
ちょ う

時に出かけてみてほし い。

イ ソ ヒ ヨ ド リ を探し て観察し てみよう

類
る い

相
そう

も 最近は少し ずつ変化が見ら れ、 本来は見る こ と のでき ない種が進入し て

き ている。 それは、 移入種または外来種と いわれる 種で、 中国の雲南省にその

生息地を も っ ているガビ チョ ウやソ ウシチョ ウと いわれる も のがそれで、 お林

や周辺部に生活圏を 拡大し ている よ う である。 こ う いっ たも のの動向を 追跡調

査する こ と は移
い

入
にゅう

種
し ゅ

の分布拡大やその量を 確認し 、 在
ざい

来
ら い

種
し ゅ

にどのよ う に影響す

るのかを考えるのに大変重要である。

・ 市街地の鳥類

市街地に営巣する鳥と し て代表的なも のはスズメ と ツ バメ である。 こ の他に

コ シアカ ツ バメ も 興味深い。 またト ビ が半島内部でねぐ ら を 取っ ている のが観

察さ れている。
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赤
あか

馬
う ま

海 岸 ： 大
おお

根
ね

から 陸地にかけて大きな潮
し お

だまり ができる。 水中の生物の観測にする。

し かし 、 新道のため降り るのが困難である。

尻
し っ

掛
かけ

海 岸： 小規模だが複雑な岩礁帯が発達し 動物の種類が多い。

真
ま

崎
さ き

海岸・ 白磯海岸： 採石による平
へい

坦
たん

な岩礁が多く 観察し やすい。

三 ツ 石 周 辺： 中心部が転石帯でそれを囲むよう に岩礁が発達し ている。

・ 岩
がん

礁
し ょ う

帯の生物の垂直分布

海岸は１ 日に２ 回潮
し お

の干
かん

満
まん

があり 満
まん

潮
ちょ う

線
せん

と 干
かん

潮
ちょ う

線
せん

によ り 、 潮
ちょ う

上
じ ょ う

帯
たい

、 潮
ちょ う

間
かん

帯
たい

、

亜
あ

潮
ちょ う

間
かん

帯
たい

と 区分する が、 その環境条件は大き く 異なり それぞれ適応し た生物が

生活し ている。

・ 潮
ちょ う

上
じ ょ う

帯
たい

の生物

潮上帯は満潮線より も 高い場所なので、 当然のこ と ながら 海が荒れて波が大

き い時、 降雨時ぐ ら いし か冠
かん

水
すい

を みない。 さ ら に夏の高温、 冬の低温と 海の生

物が生息する ための環境と し ては非常に厳し い条件を も っ ている が、 こ れを 克
こ く

服
ふく

し て生活し ている 生物がいる。 アラ レ タ マキビ は潮上帯に生活する 代表的な

巻
まき

貝
がい

で、 実験室の机
き

上
じ ょ う

で、 夏季でも 水無し のまま 1 ヶ 月以上生き ていける耐
たい

乾
かん

性
せい

を持っ ている。 近
き ん

似
じ

種
し ゅ

イ ボタ マキビも わずかであるが混
こ ん

棲
せい

し ている。

平成10年度版副読本「真鶴」より

磯の生物を調べてみよう
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①海
かい

綿
めん

動物

ク ロイ ソ カ イ メ ン、 ダイ ダイ イ ソ 力イ メ ンはどこ

の岩礁にも 見ら れる。 カ イ メ ンの種類によっ て異な

るが真鶴では７ ～８ 月には卵を持ち、 幼
よう

生
せい

が泳ぎ出

すのを観察でき る。

②腔
こ う

腸
ちょ う

動物

赤馬海岸や三ツ石周辺の潮上帯上にはウメ ボシイ

ソ ギンチャ ク が群
ぐ ん

棲
せい

し ておリ 、 三ツ石海岸のも のは

県の天然記念物に指定さ れている。 尻
し っ

掛
かけ

海岸のタ イ

ド プール内に生息するサンゴイ ソ ギンチャ ク は口盤
ばん

の直径が 20cm にも 及ぶ大型の南方系イ ソ ギンチャ

ク で、 相模湾がその生
せい

息
そく

北
ほく

限
げん

地
ち

である。 こ のイ ソ ギ

ンチャ ク は小
こ

魚
ざかな

ク マノ ミ と 共生するこ と でも 知ら れ

ている。 一般に南方系の海産生物が北に分布する場

合は水温等の安定し たいく ら か深い所に生活するも

のであるが、 尻掛では潮間帯のタ イ ド プール内で見

ら れる。 サンゴイ ソ ギンチャ ク は湯河原町側の福
ふく

浦
う ら

カ ツラ ゴ沖
おき

に大群集があっ てウメ ボシイ ソ ギンチャ

ク と 共に「 真鶴半島のウメ ボシイ ソ ギンチャ ク と サ

ンゴイ ソ ギンチャ ク 」 と し て県指定の天然記念物に

なっ ている。 共に真鶴の貴重な海岸生物と し て今後

も 大切に保護し ていかなければなら ない。 潮間帯下

・ 潮
ちょ う

間
かん

帯の生物

一日に 2 回海水に浸
ひた

っ たり 空気中にさ ら さ れる 潮間帯は、 海陸双
そう

方
ほう

の相互作

用を 受け温度・ 塩分濃度・ 太陽光線・ 乾燥条件等が急激に変化する 特殊な環境

である が、 生物はたく みにこ の環境に適応し て生活し 海洋の中でも っ と も 多様

性に富んだ、 生息密度の高い生態系を つく り だし ている。 潮間帯に生息する 生

物の種類が多いので、 こ こ では動物分類法に従っ て記述し てみる。

ウメボシイソギンチャクの

縮まっている状態

ウメボシイソギンチャクの

ひらいている状態

ムラサキカイメン

タ マキビ はイ ボタ マキビ より 下位に生活し ていて 3 種と も 冠水によ り 岩がぬ

れたと き に付着し ている藻
そう

類を 食べる。 節足動物のイ ワフ ジツ ボも 潮上帯下
ぶ

部
か

に多数付着し ている。 種々の実験の好材料である シオダマリ ミ ジン コ も 多産す

る。 転石部にはアカ イ ソ ガニが生息し ており 、 その他カ ク ベン ケイ ガニ、 フ ナ

ムシ等も 多い。



70

⑤軟
なん

体
たい

動物

岩礁の表面にヒ ザラ ガイ （ 右図）、 ニシキ

ヒ ザラ ガイ が、 転石の裏にはヒ メ ケハダヒ ザ

ラ ガイ 等が多数生息し ている。 巻貝類では干

潮線下に多いボウシュ ウボラ はヒ ト デやウニ

を捕
ほ

食
し ょ く

し ている肉食性の貝で潮間帯でも 見ら

れる。 ヒザラガイ

③扁
へん

形
けい

動物

岩礁内の転石の下に多く 生活し 、 イ イ ジマヒ ラ ムシ、 ウスヒ ラ ムシ、 ツ ノ ヒ

ラ ムシなどが多い。 ク マノ コ ガイ やベッ コ ウザラ などの貝類の外
がい

套
と う

腔にはカ イ

ヤド リ ヒ ラ ムシが多数寄生し ている。

④紐
ひも

形
がた

動物

岩礁内の堆
たい

積
せき

砂
すな

の中やカ ン ザシゴカ イ 類の棲
せい

管
かん

の間にイ イ ジマヒ モムシ、 ミ

ド リ ヒ モムシ、 ナミ ヒ モムシ、 オナンド ヒ モムシ等が生息し ている。

平成10年度版副読本「真鶴」より

部ではモエギイ ソ ギン チャ ク やヒ メ イ ソ ギン チャ ク などの美し い種類も 観察で

き る。 サン ゴの仲間では暖かい地方でサン ゴ礁
し ょ う

を つく っ ている造
ぞう

礁
し ょ う

サン ゴ類の

キク メ イ シモド キと コ カ メ ノ コ キク メ イ シ、 アワサンゴの小さ な群体が真鶴半

島の西岸で見ら れる。 そのほかヒ ド ロ虫
むし

類
るい

と し てオオタ マウミ ヒ ド ラ、 キイ ロウ

ミ シバなども 観察できる。 イ ソ バナは潮間帯下部でみら れる。 個
こ

虫
ちゅ う

の集合体であ

る 群体を つく る管
く だ

水
く ら げ

母類のカ ツ オノ エボシやギン カ ク ラ ゲ、 ヨ ウラ ク ク ラ ゲも

潮
ちょ う

流
り ゅ う

に運ばれし ばし ば打ち上げら れる。
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その他ト コ ブシ、 アワビ、 オト メ ガサ、

バッ コ ウザラ 、 ヨ メ ガカ サ ( 右図 )、 マツ

バガイ ウノ アシ、 アオガイ 、 エビスガイ 、

チグサガイ、 ク ロ ズケガイ、 ク ビ レ ク ロ

ズケガイ 、 イ シダタ ミ 、 ク ボガイ 、 バテ

イ ラ 、 サザエ、 ウラ ウズガイ 、 オオヘビ

ガイ 、 ハナマルユキ、 ヒ メ ヨ ウラ ク 、 イ

ボニシ、 イ ソ ニナ、 フ ト コ ロ ガイ など が

多い。 近年相模湾で発見さ れたシマメ ノ ウフ ネガイ は真鶴のアワビ やサザエに

も 多数付着し ているが、 こ の貝の原産地は北米太平洋岸である。

「 う し んべ」 と 呼ばれるアメ フ ラ シ（ 右

図） も 体内貝
かい

殻
がら

を持っ ている軟体動物で、

早春から 「 ウミ ソ ウメ ン 」 と よ ばれる 卵
ら ん

愧
かい

を 岩に産み付ける が、 一愧のウミ ソ ウ

メ ン には 600 万粒
つぶ

も の卵が入っ ておリ 、

孵
ふ

化
か

し た幼
よ う

生
せい

はプラ ンク 卜ン 生活を し な

がら 成長する。 石
せっ

灰
かい

藻
そう

の間にはブド ウガ

イ 、 ク ロ ヘリ アメ フ ラ シが生息し 、 アマ

ク サアメ フ ラ シ、 タ ツナミ ガイ 、 ヒ カ リ ウミ ウシ、 マダラ ウミ ウシ等も 産する 。

アオウミ ウシ、 オト メ ウミ ウシ、 リ ュ ウモン イ ロ ウミ ウシ、 ク ロ シタ ナシウミ

ウシは磯
いそ

の荒
こ う

廃
はい

と 共に少なく なり つつある。 三ツ石周辺ではヤマト ウミ ウシや

イ ソ アワモチが多産する。

二枚貝ではどこ の岩礁でも ケガキが付着し 、 真鶴港周辺では内湾性のムラ サ

キイ ガイ も 多い。 こ れら の水域では近年有機及び無機質の懸
けん

濁
だく

物資の量が増加

し 、海水の汚染が進行し ているこ と を物語っ ている。 その他にはカ リ ガネエガイ 、

ト ヤマガイ 、 イ シマテ、 マツ カ ゼ、 セミ アサリ 等が住んでいる。 岩礁のサン ゴ

モの間には少なく なっ てし まっ たがアコ ヤガイ も 産する。

アメフラシ

ヨメガカサ

⑥環
かん

形
けい

動物

岩や転石に自分で石
せっ

灰
かい

質の硬
かた

い棲
せい

管
かん

を つく っ

て 固
こ

着
ちゃ く

生
せい

活
かつ

を し ている ウズマキゴ カ イ やヤッ コ

カ ン ザシ ゴ カ イ は、 潮間帯の中央部に帯状に大

集団を つく っ て いる。 こ の棲管の間
かん

隙
げき

には他の

弱小生物が隠
かく

れ住む絶好の場で、 前述の二枚貝

の他にサメ ハダ ホ シ ムシ、 オ フ ェ リ ア ゴ カ イ、 ウズマキコガイ
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ウロ コ ムシ類、 ト ラ ノ オガニなども 生息し ている。 堆積砂にはスナタ バムシや

触
し ょ く

手
し ゅ

を たく さ んそなえたミ ズヒ キゴカ イ が潜んでおり 、 岩の割れ目にはケヤリ

ムシが棲管をつく っ ている。

⑦節
せっ

足
そく

動物

固着性動物群の代表種であるク ロフ ジツボやカ メ ノ テは潮間帯上部に生活し 、

潮が満ちてく ると 曼
まん

脚
きゃ く

と 呼ぶ足を出し てえさ のプラ ンク ト ンを捕
ほ

食
し ょ く

する。

イ ソ カ イ メ ン 類の中にはケハダカ イ メ ン フ ジツ ボが共生し ている。 ネジモク

などの海
かい

藻
そう

にはマルエラ ワレ カ ラ が付着し 、 転石の下にはイ ソ カ ニダマシ、 イ

ソ ヨ コ バサミ 、ヤマト ヤド カ リ 、ホンヤド カ リ も 豊産する。 潮
し お

だまり （ タ イ ド プー

ル） 内ではイ ソ スジエビ、 スジエビモド キ、 サラ サエビも 多い。

ミ ナミ イ ワガニ、 イ ボショ ウジン ガニは相模湾を 分布の北限と する 南方系の

力ニであるが、 共に真鶴では成体がた＜さ ん得ら れる。

真鶴を研究の地と し た酒
さ か

井
い

 恒
つね

博士（ 元横浜国立大学附属真鶴実験所長、 元日

本甲
こ う

殻
かく

類学会長） によリ 真鶴の名を冠
かん

し たマナヅルノ コ ギリ ガニが 1933 年に発

表さ れ、 また赤馬海岸と 三ツ石で発見さ れているヒ メ アカ イ ソ モド キが 1965 年

に、 また 1969 年にはヤハズマメ カ ニダマシが発見さ れ新種と し て記録発表さ

れている。

⑧棘
き ょ く

皮
ひ

動物

バフ ンウニ（ 右図手前２ つ） は真鶴のいたると

こ ろ で多産する。 産卵期は冬で発生学実験のよい

材料と なる。 ムラ サキウニ（ 右上図右奥） も 実験

材料と し て重要である 。 コ シダカ ウニ、 アカ ウニ

も 産する。 赤馬海岸にはイ ト マキヒ ト デと マナマ

コ （ 右図） が多い。 尻掛にはムラサキクルマナマコ

が生息している。

有毒のガンガゼやラ ッ パウニ、 イ イ ジマフ ク ロ

ウニなども たまに見かけるので注意する 必要があ

る。

⑨脊
せき

椎
つい

動物

横浜国立大学教育人間科学部附属理科教育実習

施設下の転石地帯では、 毎年 6 月の大
おお

潮
し お

の満
まん

潮
ちょ う

時

アカウニ・ムラサキウニ・バフンウニ

マナマコ
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・ 亜
あ

潮
ちょ う

間
かん

帯

干
かん

潮
ちょ う

線下な ので 四六時中水の中に在り 生活環境と し ては安定し ている。 し

かし 大型魚も 多いので、 弱く 小さ な生物にと っ ては必ずし も 住みよ い場所と は

言えず、 生物の生息密度は潮
ちょ う

間
かん

帯に一歩譲
ゆず

る。 し かし 先に述べたよ う に相模湾

を 北限と する 南方系の海岸生物は、 水温メ ジナ等の安定し ている こ の水域に生

息する こ と が多いので潜水によ る 調査を 詳細に行えばよ り 多く の南方系の生物

が発見さ れる であろ う 。 ①プラ ンク ト ン（ 浮
ふ

遊
ゆう

生物： ヤコ ウチュ ウやケン ミ ジ

ン コ など）、 ②ネク 卜ン（ 遊
ゆう

泳
えい

生物： 魚などの泳ぐ 力の強いも の）、 ③ベント ス

（ 底
てい

棲
せい

生物：  ウニなど） の 3 つに大別さ れ、 ベント スの多く のも のが潮間帯に生

活し 、 アメ フ ラ シのよ う にこ こ で生活する 動物がおびただし い数の幼生プラ ン

ク ト ン を 放出する こ と によ っ て海の食
し ょ く

物
も つ

連
れん

鎖
さ

が成立する こ と を 考える と 、 海の

生態系の中心が磯にある こ と が理解でき る はずである。 豊富な磯を 持つ真鶴半

島は神奈川県に残さ れた海岸生物の宝庫と し て、 相模湾の生
せい

物
ぶつ

相
そう

を 形成する プ

ラ ン ク ト ン の生産の源と し て大切に保護さ れなければなら ない貴重な資産と 言

える。 前述のよう に真鶴半島は古く より 魚付き 保安林と し て保護さ れてき たが、

漁獲量を維持するにはこ の環境をこ れから も 保全するこ と が大切である。

も っ と 詳し く 知り たい人は真鶴町教育委員会発行の

「 真鶴の鳥」 「 真鶴の磯
いそ

の生き も の」 を読んでみよう 。

になる と ク サフ グの大群が押し 寄せ産卵し て

いた。 ク サフ グの産卵現象は日本では九州など

南で知ら れ北では東京大学三崎臨海実験所の

スタ ッ フ により 油
あぶら

壺
つぼ

で確認さ れている。

現在、 こ の施設下の転石帯は真鶴新バイ パス

の下に埋
う

まっ ており ク サフ グは回遊し てこ な

い。

そのほかウツボ、ギンユゴイ 、メ ジナ稚
ち

魚
ぎょ

（ 右

図） ナベカ 、ダイ ナンギンポ、アゴハゼ（ 右図）、

ミ ミ ズハゼ、 コ ト ヒ キなどが多く 生息し 、 夏に

はオヤビッ チャ やシマスズメ ダイ 、 チョ ウチョ

ウウオ、 ト ゲチョ ウチョ ウウオ、 ニジハギなど

の南方系の魚も 見ら れる。

メジナ

アゴハゼ
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第４章 現代の人々とその生活

１  人口

（ １ ） 人口の移り 変わり

1956（ 昭和 31） 年に、 真鶴町と

岩村と の合併によ っ て、 現在の真

鶴町と なっ た。 町と なっ てから 60
年余り 、 人口の変化も ほと んど な

く 、 その間の人口増加の割合は県

全体と 比べて 極
き わ

めて少ない数字で

あり 、 日本全体よ り も 少な い数値

で ある。 昭和 40 年代前半ま で は、

多少の増減はあっ て も 、 わずかな

がら 増加の傾向に あ っ た も のが、

現在で は、 やや減少し ていく 傾向

であるこ と がわかる。

（ ２ ） 世帯数の移り 変わり

変動の少な い人口に対し て、 世

帯数はこ の 60 年間に約 1． 6 倍と

増えている。 こ れは、 一世帯当たり

の家族の人数が減少し て いる こ と

を 意味し 、 60 年前には一世帯あた

り 平均 4. 8 人で あっ たも のが、 現

在は 2.3 人へと 減少し て いる。 私

たち 真鶴町でも 核家族化が進んだ。

ま た、 近年の高齢社会伴い、 高齢

者世帯における 単独世帯の増加も

う かがえる。

（資料：まなづるの統計　令和４年度版）

区分

年度　　　

自然動態 社会動態
年間増減

出生数 死亡数 増減 転入数 転出数 増減

昭和40年 178 54 124 900 904 △4 120

昭和45年 170 79 91 668 895 △227 △136

昭和50年 118 62 56 432 614 △182 △126

昭和55年 92 81 11 447 520 △73 △62

昭和60年 87 75 12 374 386 △12 0

平成２年 81 71 10 428 403 25 35

平成７年 61 84 △23 505 449 56 33

平成12年 53 86 △33 307 404 △97 △130

平成17年 33 101 △68 309 354 △45 △113

平成22年 31 106 △75 233 258 △25 △100

平成27年 28 124 △96 227 374 △147 △243

令和元年 16 131 △115 218 233 △15 △130

令和２年 17 111 △94 220 215 5 -89

令和３年 18 138 △120 191 203 △12 △132

令和４年 14 127 △113 224 215 9 △104

真鶴町の人口動態の推移（人）

男性 女性 計

昭和30年 4,433 4,545 8,978 ― 1,863 4.82

35年 4,463 4,678 9,141 ― 2,068 4.42

40年 4,955 5,303 10,258 ― 2,447 4.19

45年 5,012 5,272 10,284 ― 2,635 3.90

50年 4,861 5,138 9,999 ― 2,735 3.66

55年 4,807 5,161 9,968 ― 2,875 3.47

60年 4,732 5,102 9,834 ― 2,897 3.40

平成２年 4,626 4,962 9,588 ― 3,027 3.17

７年 4,633 4,973 9,606 ― 3,224 2.98

12年 4,314 4,761 9,075 ― 3,193 2.84

17年 4,111 4,603 8,714 ― 3,280 2.66

22年 3,865 4,347 8,212 ― 3,252 2.53

27年 3,430 3,914 7,344 ― 3,066 2.40

令和元年 3,202 3,641 6,843 ― 3,051 2.24

２年 3,141 3,584 6,725 △118 3,055 2.20

３年 3,057 3,544 6,601 △124 2,953 2.24

４年 3,014 3,497 6,511 △90 2,946 2.21

区分

年　　　

人口(千人) 前年度
との

増減数

世帯数
(千人)

１世帯
あたりの
人数(人)

（各年10月1日現在）

（資料：まなづるの統計　令和４年度版）

昭和30年～平成22年は国勢調査：平成27年～令和４年は人口統計調査

真鶴町の人口の推移

私たちの住む真鶴町は、 2022 年（ 令和４ 年） 10 月１ 日現在、 6, 511 人の人々

が住んでいる。 こ れは、 神奈川県にある 14 の町村の中では、 清
き よ

川
かわ

村
むら

に続いて２

番目に少ない町である。
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（ ３ ） 人口年齢構成

令和４ 年の人口統計調査を も と に町の人口年齢構成をみると 、 15 歳未満の年

少人口が全体のおよ そ 6.5％を 占
し

し め、 15 歳から 64 歳までの生産年齢人口が

48. 9％、 65 歳以上の高年齢人口は 44. 3％であるこ と がわかる 。 こ れを 神奈川

県全体の年齢別調査と 比べる と 、 県では 20 ～ 40 歳代最新のデータ に変更の若

い働き 手が多いのに対し て、 真鶴町では 40 ～ 50 歳代の中年層が中心と なっ て

働き 手を担
にな

っ ている。 さ ら に 65 歳以上の高年齢者層に関し ては、 神奈川県全体

では 27. 4％（ 令和４ 年度） であるのに対し 、 真鶴町では 44. 3％と 、 かなり 高い

割合である。 また、 こ れを 年齢三区分別割合の推移から みる と 、 次代の担い手

である 低年齢人口の割合が減少し ていく 一方で、 高年齢人口が年々増加し てい

る こ と がわかる。 人口問題に関する こ れら の現象を、 今後の私たち の町の発展

と 結び付けて考える と 、 先
さ き

細
ほそ

る 生産年齢人口や高年齢人口の増加は、 現在の日

本全体が抱えている 大き な社会問題のひと つである が、 真鶴町はこ の問題に直

面し ていると 考えら れる。

（令和４年１月１日現在）

（資料：まなづるの統計　令和４年度版）

年齢階級 総数 男 女 構成比(%)

0～4歳 108 48 60 年少人口
(0～14歳)

6.6%
5～9歳 156 86 70

10～14歳 167 76 91

15～19歳 205 105 100

生産年齢
(15～64歳)

48.9%

20～24歳 188 90 98

25～29歳 186 100 86

30～34歳 187 91 96

35～39歳 221 113 108

40～44歳 267 135 132

45～49歳 411 203 208

50～54歳 480 225 255

55～59歳 540 258 282

60～64歳 535 260 275

65～69歳 593 297 296

老年人口
(65歳以上)

44.4%

70～74歳 739 349 390

75～79歳 620 262 358

80～84歳 477 194 283

85～89歳 315 105 210

90～94歳 141 34 107

95～99歳 31 6 25

100歳以上 1 1 0

年齢不詳 7 4 3 0.10%

総数 6,575 3,042 3,533 100.00%

年齢別

5.9
％

44.3％

42.5％

37.7％

32.8％

25.8％

18.6％

12.5％

9.2
％

67.8％

69.3％

67.7％

67.6％

58.2％

63.0％

54.3％

48.9％

50.6％

26.3％

18.2％

11.1
％

23.1％

13.7％

8.9
％

8％

6.9
％

6.5
％

昭和 40 年

50 年

60 年

平成７年

17 年

22 年

27 年

令和２年

令和４年

0％ 100％

年少人口（0 ～ 14 歳）　　　　　　　生産年齢人口（15 ～ 64 歳）　　　　　　　老年人口（65 歳以上）

（資料：国勢調査）

年齢三区分別人口割合

（ ４ ） 産業別就
し ゅ う

業
ぎょ う

人口

産業別就業者の推移を みる と 、 就業者総数は真鶴町の人口全体に対し て、

1985（ 昭和 60） 年から 2015（ 平成 27） 年まで、その年でわずかに変動があるが、

50％前後を 推移し ている。 こ れを 産業別にみていく と 、 第１ 次産業の農業、 漁

業等の就業者が平成 17 年から 若
じ ゃ っ

干
かん

増加し ている が、 平成 27 年には再び減少し
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２  産業

（ １ ） 水産業　

相模川河口から 西の小田原市早川地先までは、 円
えん

弧
こ

上
じ ょ う

の単純な砂浜海岸であ

る が、 本町の真鶴半島を 中心と し て、 東は小田原市米
こ め

神
かみ

、 西は湯河原町福浦に

至る 海岸は岩石海岸地帯で、 背後には急
き ゅ う

勾
こ う

配
ばい

の山がせまっ ている ために、 至る

（ 歴史的な内容については第 1  章に記述）

14 0.3 13 0.3 43 1.2 19 0.6
総計 4,353 100 3,934 100 3,467 100 3,076 100

公務 123 2.8 148 3.8 110 3.2 115 3.7
小計 3,236 74.3 2,930 74.5 2,603 75.1 2,422 78.7

分類不能の産業

80 1.8 33 0.8 43 1.2 34 1.1
サービス業 688 15.8 250 6.4 224 6.5 234 7.6

165 3.8 345 8.8 143 4.1 142 4.6
複合サービス事業

176 5.7
医療・福祉 332 7.6 193 4.9 405 11.7 397 12.9
教育・学習支援業

3.1
飲食店・宿泊業 581 13.3 517 13.1 401 11.6 375 12.1
生活関連・娯楽業 - - 217 5.5 218 6.3

52 1.6
不動産業 79 1.8 90 2.3 101 2.9 106 3.4
学術研究・専門・技術サービス業 - - 127 3.2 127 3.7 98

4.6 131 4.2
卸売業・小売業 792 18.2 681 17.3 535 15.4 480 15.6
金融業・保険業 87 2.0 81 2.1 61 1.8

18 0.5 11 0.3
情報通信業 90 2.1 65 1.7 59 1.7 71 2.3
運輸業 187 4.3 158 4.0 158

小計 984 22.6 868 22.1 720 20.8 548 17.8

第
3
次
産
業

電気・ガス・熱供給・水道業 32 0.7 25 0.6

1

建設業 406 9.3 356 9 283 8.2 224 7.2
製造業 523 12 468 11.9 403 11.6 293 9.5

123 3.1 101 2.9 87 2.8

第
2
次
産
業

鉱業 55 1.3 44 1.1 34 1 31

65 1.7 66 1.9 53 1.7
漁業 36 0.8 58 1.5 35 1 34 1.1
小計 119 2.7

平成27年 令和2年
分類 実数(人) 構成比(%) 実数(人) 構成比(%) 実数(人) 構成比(%) 実数(人) 構成比(%)

第
1
次
産
業

農業・林業 83 1.9

67.6

分類不能の産業 4 0.1 5 0.1 0 0

総計 4,654 100 4,924 100 5,066 100

年次 平成17年 平成22年

1,518 32.6 1,512 30.7 1,827 36.1

公務 129 2.8 131 2.7 156 3.1

小計 2,840 61 3,067 62.3 3,427

20.8 974 19.2

金融・保険・不動産 103 2.2 134 2.7 182 3.6

運輸・通信・水道 239 5.1 267 5.4 288 5.7

サービス業

19.5 729 14.4

小計 1,514 32.5 1,673 34 1,467 29

第
3
次
産
業

卸売・小売業 851 18.3 1,023

業

鉱業 189 4.1 175 3.6 150 3

建設業 598 12.8 536 10.9 588 11.6

製造業 727 15.6 962

漁業 137 3 61 1.2 64 1.3

小計 296 6.4 179 3.6 172 3.4

第
2
次
産

実数(人) 構成比(%) 実数(人) 構成比(%) 実数(人) 構成比(%)

第
1
次
産
業

農業・林業 159 3.4 118 2.4 108 2.1

年次 昭和50年 昭和60年 平成7年
分類

（資料：国勢調査）

産業別15歳以上の就業者数

ている。 次に第２ 次産業の鉱業、 建設業、 製造業では、 真鶴の特産である 石材

産出に関する鉱業就業者の減少が目立ち、 建設、 製造就業者も 減少傾向にある。

第１ 次、 第２ 次産業就業者の減少に反し て、 第３ 次産業は、 平成 17 年から 、

その従事者が全就業者数の約四分の三を 占める よ う になっ たている 。「 漁業の

町」・「 石材の町」 と し て栄えてき た私たち のふる さ と が、 今や観光の町も 含め

て様々な顔をも つ町に変わり つつある。
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所に岩
がん

礁
し ょ う

が散在し 、 波
なみ

打
う ち

際
ぎわ

近く でも 急に深く なる と こ ろ など、 海岸線はき わめ

て複雑である。 また沿岸から 沖合い１ ～２ ㎞で 200 ｍ、 ３ ～４ ㎞で 500 ｍの等

深線が描かれ、 変化に富んだ海底地形を なし ている。 こ う し た棚
たな

状
じ ょ う

の海況の変

化に応じ 、 場所によっ ては好漁場を形成し ている 。 経営体は主に漁船を使用し 、

アジ・ サバなどを 対象にし た大
おお

型
がた

定
てい

置
ち

網
あみ

・ 小型定置網を 中心と し た、 伊
い

勢
せ

海
え

老
び

等を 対象にし た刺
さ し

網
あみ

漁業、 アワビ・ サザエ等を 対象にし た海
あ

女
ま

漁
り ょ う

など が行われ

ている。

それら の漁獲物は地元の魚市場へ水揚げさ れ、 競
せ

り により 町内の魚屋、 旅館、

料理店等の仕入れの場と なっ ている が、 大半は仲買業者によ り 全国へ発送さ れ

ている。

① 定置網漁業

定置網は、 海中の魚類を 捕
ほ

獲
かく

する た

めに海岸近く の漁場に定置し て張る も

のの総
そう

称
し ょ う

をいう 。

定置網には大型・ 小型など いろ いろ

な種類がある が、 要する に海岸に沿っ

て、 来
ら い

遊
ゆう

する 魚群を 囲い網に導く ため

に海岸から 沖に向かっ て長く 大き な 垣
かき

網
あみ

を 張り 、 こ れによ っ て進行方向を 変

えた魚群は、 知ら ず知ら ずの間に囲い網の中に入り 、 最後には壷
つぼ

または箱
はこ

網
あみ

と

いわれる魚取り の部分に誘
ゆう

導
ど う

どう さ れるよう に工夫さ れたも のである。

真鶴町の漁業では、 江戸時代の後期に五
ご

味
み

台
だい

右衛
え

門
も ん

と いう 人がこ の定置網を

工夫発明し 、 初めて真鶴沖の海中に張っ たこ と で有名である。

こ の地域の海岸地形が定置網漁場と し て発達する好条件を 備えていたこ と と 、

先人たちのたゆまざる 努力が、 百年以上ブリ の定置網漁場と し て不動の地位を

築き 上げてきた。 と こ ろが、その定置網漁法も 昭和 40 年代に入ると 衰
おと ろ

えはじ め、

かつては大型の寒ブリ 漁にわき、 魚市場にはブリ が山のよう に積まれ、 さ ばき

き れない揚
あ

げ荷
に

には大き な目
め

篭
かご

に入れら れ近
き ん

在
ざ い

にまで宅配さ れたのも 今は昔の

であり 、 私たちにと っ てブリ は「 幻
まぼろ し

の魚」 になっ てし まっ たのである。 伝統的

地場産業と し ての漁業の回復が、 こ れから の真鶴発展にも 大き な結びつき を も

つと いえよう 。

昭和 30 年代までは夏網と 冬網の区別をし 、夏網は少人数（ 30 人程） で、アジ・

サバ中心の漁を し 、 冬網は大人数（ 100 人程） で網を 沖に張り ブリ 漁を し てい

定置網漁のようす（真鶴町漁業共同組合より）
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② 刺し 網漁業

こ の漁法は種類も 多く 、 同じ 網でも 地域によっ て呼び名が異なっ たり し てい

る。 真鶴・ 岩地区では、 ヒ ラ メ 網・ 磯
いそ

建
たて

網（ エビ網） などがあげら れ、 最近で

は漁具の改良も 進み、 一つの網でも 多種類の魚介類を 獲る こ と が可能と なり 、

やがて多種類の刺し 網類は、 一括し て固定式刺し 網と いう 表現に統一さ れる で

あろ う 。

③ 採貝

アワビ・ サザエ・ ト コ ブシ・ シッ タ カ 等を 対象と し て漁獲し ている 。 稚
ち

貝
がい

の

放にも 力を入れているが、 アワビについては、 水揚げ量の９ 割が放流し たも のと

なっ ている のが現状だ。 アワビ 漁は裸も ぐ り 漁のみの漁法と なっ ている が、 サ

ザエ漁は裸も ぐ り 漁・ みづき 漁・ 磯建網漁などの漁法があり 、 漁獲の大半は裸

も ぐ り 漁によ る も のである。 現在、 真鶴町には鳥羽から 招かれ長い間活躍し て

いる 海女さ んが数名いる。 採取さ れた新鮮な貝類は、 活魚料最新のデータ に変

更理に欠く こ と のでき ないも のと なっ ている。

④魚市場と 観光

こ れまで述べてき た水産業の拠点と も いう べき 魚市場は築後 60 年が経過し 老

朽化し たためにこ れを 取り 壊し 、 １ 階は漁協直営の魚市場、 ２ 階は町が経営す

区　分
真　鶴 岩

昭和55年度

漁獲量 漁獲高
(ｔ)

計

(千円)
漁獲量
(ｔ)

漁獲高
(千円)

漁獲量
(ｔ)

漁獲高
(千円)

1,526 421,000 405 91,000 1,931 512,000

昭和60年度 2,619 399,802 136 66,716 2,755 466,518

平成２年度 1,390 383,062 293 160,000 1,683 543,062

平成７年度 1,035 303,475 338 159,000 1,373 462,475

平成12年度 999 276,169 170 83,000 1,169 359,169

平成17年度 1,252 221,149 487 110,000 1,739 331,149

平成22年度 1,462 239,892 555 110,917 2,017 350,809

平成27年度 914 264,122 546 137,409 1,460 401,531

平成28年度 814 221,326 477 123,788 1,291 345,114

令和２年度 969 155,186 515 101,880 1,484 257,066

令和３年度 720 152,898 500 105,273 1,220 258,171

漁獲量・漁獲高の推移

（資料：まなづるの統計）

たも のの、徐々に漁業者の人数が減少し 、冬網を張るこ と が困難と なっ ていっ た。

そし て、 現在のよう に、 大型定置網はアジ・ サバ漁を 中心と し た網を 周年に渡

り 張る よう になっ た。 ブリ の水揚げこ そ大幅に減少し たも のの、 真鶴町の水揚

げの大半を 担う 沖
おき

網
あみ

漁
ぎょ

場
じ ょ う

は、 定置網が盛んな相模湾においても 有数の漁場と し

て有名である。
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商標登録（ 水産業）

真鶴町で美味し い魚がたく さ ん穫れる 理由と し て考えら れている のが、

魚付き 保安林「 お林」に降っ た雨が、森の滋養分を豊富に含んだ湧き 水と なっ

て海に流れ込み、 周辺に魚が居ついたのではないかと いう こ と です。

また、 真鶴町周辺の海は岸近く から 急に深

く なっ ていて（ どん深）、 回遊するも のから 海

底に潜むも のまで、 多様な魚介類に富んでい

ます。

真鶴町で穫れる魚が美味し いこ と をＰ Ｒ す

るために「 お林・ どん深の海の恵み 真鶴」 と

いう 商標ロゴを作成し 、 商標登録をし まし た。

（ 平成３ ０ 年３ 月９ 日 登録第 6024953 号）

る レ スト ラ ン を 入れ、 魚市場を 観光用

に改造し た真鶴「 魚
さ かな

座
ざ

」 の建設が計画

さ れ、 1995（ 平成７ ） 年に完成し た。

なお、 ２ 階レスト ラ ンは 2015（ 平成

27） 年から 指定管理者制度を 導入し 、

現在は民間による運営と し ている。

こ の「 魚座」 では、 海を 眺めながら 、

真鶴で水揚げさ れた新鮮な魚介類を 食

べるこ と のでき るレスト ラ ンを設け、 店舗棟には漁協が直売所を併設すると いっ

た、 観光地、 真鶴にふさ わし いも のと なり 、 多く の観光客が立ち寄っ ている。

魚座

（ ２ ） 石材業

① 伝統を誇る石材業

岩地区に専
せん

祖
ぞ

畑
ばた

と いう 字
あざ

がある。 真鶴町庁舎北側の高台一帯である。 そこ に

建てら れている「 石
せん

工
く

先
せん

祖
ぞ

の碑
ひ

」 と いう 石碑には、 土
つち

屋
や

格
かく

衛
えい

と いう 人が平安時

代末期に、 こ の地で初めて 採
さ い

石
せき

業を 行っ たと 記さ れ、 町の人々も 「 ご先祖様」

と 親し みを こ めて呼んでいる 。 石材業が郷土の伝統を 誇る 産業である こ と は、

こ のよ う な由
ゆい

緒
し ょ

ある古
こ

跡
せき

によ っ ても 明ら かである。 また石材業の一大産地と し
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ての繁
はん

栄
えい

が今日まで続いている要
よう

因
いん

と し ては、 次のよ う に３ つの好条件を あげ

るこ と ができる。

真鶴町から 産出さ れる 石材は箱根火山から 噴
ふん

出
し ゅ つ

し た安
あん

山
ざ ん

岩
がん

系
けい

溶
よう

岩
がん

で、 県道

740 号線の北西部一帯と 半島部に埋
まい

蔵
ぞう

さ れ、 真鶴町岩地区の小松山が生産地で

ある。 銘
めい

石
せき

と し ての「 小松石」 の名は、 産地小松山に由来する。

鎌倉時代に、 真鶴や付近の石材が鎌倉へ運ばれ、 都市整備、 和
わ

賀
か

江
えの

島
し ま

（ 築港）

や極
ごく

楽
ら く

寺
じ

忍
にん

性
し ょ う

墓などに使われたと いわれている。

② 石材業の現状

当地産の石材品目は、 角
かく

石
いし

（ 本小松・

新小松）・ 割
わり

栗
く り

石
いし

・ 間
けん

知
ち

石
いし

・ 割
わり

石
いし

・ 砕
さ い

石
せき

の

大き く ６ 種類に分けら れる。

角石の需
じ ゅ

要
よう

は現在ま すま す伸び続け、

生産が需要に追い付けな い状況にあり 、

外国産が角石全体の約 80% 近く を 占め、

スウェ ーデン、 中国、 韓国、 イ ン ド 、 ア

フ リ カ などから 輸入さ れている。 不足の

原因と し ては石材産地が最盛期を 過ぎて老齢期にさ し かかっ ている こ と に加え

て、 中国等、 安価な外国産石材が盛んに輸入さ れている こ と である。 真鶴地区

における 採石労働者は、 2016（ 平成 28） 年では 28 人と なっ ている。 こ れは、

1985（ 昭和 60） 年の 117 人と 比べて約４ 分の１ に減少し た。 し たがっ て、 業

者は石工の供給に追われ、 さ ら に地場産業共通の悩みである労働力の不足、 労働

者の高齢化から 事業所自体も 1985（ 昭和 60） 年 32 社、 1995（ 平成７ ） 年 30
社、2004（ 平成 16） 年 19 社、2009（ 平成 21） 年 13 社と 減少を続け、2017（ 平

成 29） 年には９ 社になっ てし まっ た。 さ ら に、 角石や間知石の仕上げは、 今で

も 石工の手によ ら ねばなら ないと いう 工程上の問題があり 、 砕
さ い

石
せき

機や重機類の

１ 、 岩質がき わめて緻
ち

密
みつ

で堅く 、 露
ろ

天
て ん

掘
ぼ

り に適し た地形であり 、 採掘さ れ

た石材が多目的の用途をも っ ているこ と 。

２ 、 西湘地方随
すい

一
いち

の良港である真鶴港があり 、 海上輸送の便に恵まれてい

るこ と 。

３ 、 政治� 経済� 文化の中心地に近く 、 それら の需要にただちに対応でき

る立地条件をも っ ているこ と 。
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導入による 近代化も 省力化を 助けてはいる が、 現状を かろ う じ て維持し ている

状態である。

③ 石材の品目

・ 本小松石

こ の石の野
の

面
づら

は、 長年の間の酸化で、 茶色を し ている が、 割り 出し てみる と

青色や赤
せき

褐
かっ

色
し ょ く

の肌で、 磨き あげる ほど緻密な深みのある 光沢を 出すのが特色で

ある。 その用途は約 80% が仏石（ 墓石） で、 出荷先は関東一円から 東北地方、

一部は北海道にまで広がっ ている。

・ 新小松石

ねずみ色や赤褐
かっ

色
し ょ く

粗
そ

粒
り ゅ う

の安山岩である。 良品は一部仏石に、 他はほと んどが

装飾石や建築材料と し て用いら れているが、 現在はほと んど採掘さ れていない。

・ 間知石

用途は官公庁の河川工事や道路側壁の石積みや公園用、 一般と し ては団地造

成などで、 取引先はほと んど県内である。 供給はこ れら の需要に手いっ ぱいと

いっ た現状である。

・ 割栗石・ 割石・ 砕石

熟練技を 必要と する 石工の手を 借り なく ても 、 砕石機や重機類を 使っ て生産

でき る 強みを も っ ている、 割栗石は売上高で見ても 第３ 位の地位を 保ち、 その

需要は港湾の構築や修築用と し て急速な伸びを 示し ている。 出荷先は東京湾を

はじ めと し て、 遠いと こ ろ では鹿島港の防波堤や岸壁の礎石に使われる よ う に

なっ た。

年度 昭和60年 平成７年 平成17年 平成27年 令和２年度

生産品名
生産量
(t)

売上額
(千円)

 生産量
(t)

 売上額
(千円)

生産量
(t) 

売上額
(千円) 

 生産量
(t) 

売上額
(千円) 

 生産量
(t) 

売上額
(千円) 

割　栗　石 114,563 57,281 279,199 139,599 203,219 101,609 97,570 48,785 88,799 44,399

雑割間知石 16,323 146,907 15,692 141,228 5,425 48,825 2,385 21,465 2,815 25,335

割石(その他) 52,128 26,064 22,260 11,130 6,530 3,265 2,930 1,465 2,430 1,215

角石(本小松) 9,138 1,096,560 5,458 818,700 6,291 943,650 3,057 458,550 2,376 356,400

角石(新小松) 4,740 227,520 170 10,200 0 0 0 0 0 0

砕　　　石 124,603 236,745 180,071 342,134 0 0 0 0 0 0

合　計 321,495 1,791,077 502,850 1,462,991 221,465 1,097,349 105,942 530,265 96,420 427,349

石材生産量と売上額

（資料：まなづるの統計　神奈川県石材協同組合）
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（ ３ ） 観光業

近年の休日の増加で、 真鶴町と し ても さ

ら に観光客の増加を 望みたいと こ ろ だが、

箱根町・ 湯河原町と 比べ、 温泉が出ないの

はな んと も 痛いと こ ろ で ある。 それで も 、

温泉ブ ームで伊豆や熱海・ 湯河原方面への

観光客が増えた結果、 活魚料理店や観光施

設に立ち寄る人も 多い。

季節別には貴船まつり や岩海岸の海水浴・

三ツ石海岸の磯遊びなどでにぎわう 夏の観光客が最も 多く 、 町内は人や車でに

ぎわい、 シーズン オフ の昼間は比較的乗客の少ないバス・ タ ク シーも こ の時期

には、岩、真鶴半島、吉浜三方面への客をさ ばく のに忙し い。 また、早春から ゴー

ルデン ウィ ーク にかけては、 真鶴の自然や温暖な気候にひかれ、 訪れる 人が多

く なる。

岩海岸や真鶴港周辺の民宿は、 磯釣り や海水浴客に利用さ れ、 料理店と 同様、

都会ではなかなか味わえない新鮮な海の幸が人気を 呼んでいる。 最近では若者

などを 対象と し たペン ショ ン も あり 、 尾
お

根
ね

通
ど お

り には活き 造り の旅館や保養所な

ど が海の幸を 求める 人々を 待ち う け、 宮の前から 漁港・ 駅前通り にかけては、

みやげ物店や飲食店が立ち 並んでいる。 町内に古く から ある 旅館の多く は船
ふな

宿
やど

と し て知ら れる よ う になり 、 グルメ ブームの中、 それぞれ小規模ながら 郷土の

自然と 海産物の恵みによ り 、 多く の活魚料理店や寿司店などが口コ ミ やテレ ビ

放映などで評判と なっ ている。

真鶴町が観光地と し て世に知ら れ始めたのは、 そう 遠い過去のこ と ではな

い。 真鶴半島には長く 「 御料林」 と 呼ばれる松や 楠
く すのき

、 椎
し い

の原生林があっ て、 そ

貴船まつり

商標登録（ 石材業）

銘石「 小松石」 のブ ラ ン ド 力を 高める ために、

真鶴町産出の本小松石の墓石や製品に使用でき る

よう に「 真鶴 本小松石」 と し て商標登録を し まし

た。

（ 平成３ ０ 年５ 月２ ５ 日 登録 6045559 号）

83

こ への一般の立ち 入り は禁止さ れていた。 それ

が 1952（ 昭和 27） 年、 町に 払い 下げら れ、 そ

のこ ろ から 観光開発が急ピッ チで進み、 自然を 求

める 都会の人たち が足を 運ぶよ う になっ てき た。

1965（ 昭和 40） 年当時、 観光客は年間 100 万人

突
と っ ぱ

破と 騒がれ、 オイ ルショ ッ ク の頃には減少し た

も のの、 民宿ブームなどで 1980 年代前半はも ち

直し 、 その後も 年間 250 万人を 超える に至っ た。

し かし 、 1982（ 昭和 57） 年４ 月の岩大橋完成は、 マイ カ ーの観光客に真鶴を

素
す

通
どお

り さ せる結果と なり 、 消費額は激減し 、 深刻な影響を 与えるよう になっ た。

活魚料理屋はそれでも 人気があり 、 土・ 日には観光バスの予約も 多いが、 伊豆

方面から の帰り に昼食に立ち寄り 、 時間があれば三ツ石海岸を 見ていく と いう

パタ ーンになり がちである。 そこ で、 活魚以外にも 長時間観光客の足を 留めて

おけるよう に、 何か新し い構想を考える必要が出

た。 町と し てはこ れら の問題解決を 図るため、 首

都圏を はじ め県内外での観光キャ ンペーンの実施

などの事業を積極的に推進すると と も に、 観光協

会など関係団体の育成に努めている。 そう し たな

か、 1989（ 平成元） 年に開館し た中川一政美術

館や、 2010 年に開館し た真鶴町遠藤貝類博物館

は、 真鶴観光の拠点のひと つと なり 、 多く の人の

目を楽し ませている。

また、 真鶴港は、 漁業の拠点と し ての機能のほかに、 石材運搬船なども 入港

する 商業港と し ての機能や、 マリ ーナ、 ヨ ッ ト ハーバーなどの海のレ ジャ ーの

ための機能をあわせも つ地方港湾と し て整備さ れてきている。平成 16 年度には、

観光の中核と し ての整備・ 活用はも ち ろ んのこ と 、 国土交通省港湾局・ 関東地

方整備局よ り 港湾を

核と し たにぎわいの

創出を 図る「 みなと

ま ち づく り 」 のモデ

ル港に選定さ れ、 港

湾の改良や防災施設

の整備が行われてい

く こ と になっ た。

真鶴町立遠藤貝類博物館

観光客数 宿泊施設
消費額

 （百万円）
B/A
(%)

旅館
ホテル
(軒)

民宿

(軒)

計 

(軒)

8.20% 24 29 53 1,543

5.89% 23 21 44 1,437

2.79% 13 14 27 1,418

2.12% 12 15 27 1,426

区分

平成12年

平成17年

平成22年

平成27年

令和２年

A
 観光客数

(人)

968,357

989,970

1,159,914

1,131,884

573,151

B
うち宿泊客数

(人) 

79,391

58,344

32,382

24,010

12,983 2.26% 8 11 19 688

観光客数、宿泊施設と消費額

※宿泊数と消費額は、回収された分のみ
（資料：まなづるの統計　産業観光火）

真鶴町立中川一政美術館
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グラ ンド コ ンセプト 「 幸せをつく る真鶴時間」

国土交通省関東運輸局の事業「 関東観光まちづく り コ ンサルティ ン グ事

業」 の平成２ ８ 年度重点支援地域に真鶴町が選定さ れ、 大学の先生や大手

旅行会社等、 観光の専門知識を 有するアド バイ ザーの協力のも と 、 観光協

会や商工会の関係者、世代・ 業種を問わず観光に携わっ ている町民と 町で「 観

光を通じ た地域活性化」 について検討を行いまし た。 その検討をする中で、

真鶴町の良いと こ ろ 、 自慢でき るこ と は何かを考えた結果から 、

・ 人と 人と の距離が近い

・ 世代に関係なく 交流ができる

・ 初めて来たのに、 初めて来た感じ がし ない

・ 観光客と 住人が「 共生」 するこ と で、 みんながハッ ピーになれる

・「 暮ら し 」 が観光に寄り 添っ ていく 時代になっ てきている

・ 誇り をも っ て生活し ている人々の姿は、 観光客から は羨まし く 見え、 ま

た来たいと 思われる

と いう 、 意見が出さ れ、 真鶴町の総合的な観光資源は「 真鶴ラ イ フ 」 で

はないかと いう 結論に至り まし た。

幸せをつく る真鶴時間は、「 自然の恵み」 や「 人々の営み」 など、 真鶴に

住んでいる人が幸せに感じ ている 「 真鶴

ラ イ フ 」 を、 観光客や仕事で訪れる人に

も 体験し ても ら い、 真鶴町を 好き になっ

ても ら いたいと いう 思いで作成し たも の

です。

（ ４ ） 農業

① 黄金時代のみかん栽培から 新し い農業へ

秋になる と 、 下り の東海道本線が早川駅を 過ぎる と 間も なく 右手に見事に色

づいたみかん畑が急斜面に広がっ てく る。 それが根府川・ 真鶴・ 湯河原へと 続

く 様子は、 車
し ゃ

窓
そう

から の素晴ら し い景観と なっ て旅
り ょ

情
じ ょ う

を楽し ませてく れる。

真鶴町には、 地形上水田が全く なく 、 経営耕地面積は３ ０ ヘク タ ールである。

そのう ちのほと んどを 果樹園が占め、 他は茶園などほんのわずかである。 農家

戸数も 2015（ 平成 27） 年は 35 戸で、 1990（ 平成２ ） 年の 106 戸から 減少し

た。 また専業農家戸数は 13 戸であり 、 同様に 1990（ 平成２ ） の 25 戸よ り 減

少し ている。 みかんの栽培地域は地質地形などの立地条件に適し た岩地区や半
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島部に限ら れている。 真鶴町でみ

かんが本格的に栽培さ れ始めたの

は明治の中ご ろ である と 言われ、

1925（ 大正 14） 年に熱海線が開

通し 、 さ ら に 1934（ 昭和９ ） 年

に丹
たん

那
な

ト ンネル開通により 東海道

本線が沼津に結ばれるよう になる

と 、 販
はん

路
ろ

が拡張さ れて生産も 増加

し ていっ た。

し かし 、 1937（ 昭和 12） 年か

ら 始まっ た日中戦争が太平洋戦争

へと 拡大する につれて、 戦時経済体制が強まり 、 果樹園は主要食料ではないと

いう 理由でまっ 先に減
げん

反
たん

を 強
し

いら れ、 肥料の不足も 手伝っ て生産量は著し く 減

少し ていっ た。

戦争が終わる と 、 荒
こ う

廃
はい

し たみかん園の復旧と 生産基盤の建て直し が図ら れ、

みかん栽培の技術向上と 共同出荷体制が整備さ れていっ た。 こ う し てみかん栽

培の黄金時代が 14 ～５ 年間続き 、 農家は「 尺（ 30. 3 セン チ） 祝い（ 千円札を

一尺積み重ねると お祝いをする ）」 だと いっ て喜んだ。 それが今日では、 過
か

剰
じ ょ う

生

産へと 追い込まれ、 それに加えてカ リ フ ォ ルニアオレ ンジによ る 自由化攻勢や

政府の農業施策の変更から 、 ついにキロあたり 50 円を 割り 、 生産費を差し 引く

と 赤字の状態がやっ てきた。

も と も と 経済性から 考えれば、 当地はみかんの北限に近く 、 皮は厚く 酸味が強

いと いう 不利も あっ て新種の開発なども なかなか思う よう にいかなかっ たこ と か

ら 、 こ のままの状態では郷土のみかん栽培業の衰
すい

退
たい

は必
ひっ

至
し

であると 憂
ゆう

慮
り ょ

さ れてい

る。 し たがっ て、 こ の辺で農業経営の発想に一大転換を図る必要があると 思われ

る。 その後、 新種と し て「 湘南ゴールド 」 の開発に成功し 、 転換作物普及の試み

など、 農協をはじ め農業関係者も こ の点について様々な努力を重ねている。

区分 総戸数 専業

兼業

（第一種）（第二種）

昭和50年 162 21 30 111

昭和55年 148 24 23 101

昭和60年 134 18 19 97

平成２年 106 25 7 74

平成７年 80 10 23 47

平成12年 44 15 5 24

平成17年 41 12 6 23

平成22年 38 10 2 26

平成27年 35 13 2 20

令和２年 36 6 30

専業件業別農家数

※平成12年調査より「販売農家のみ集計
※令和２年調査は「個人経営体」のみの集計
（資料：まなづるの統計　農林水産省「農業センサス」）

３  交通運輸

（ １ ） 鉄道輸送

1922（ 大正 11） 年に真鶴駅が開設さ れ、 乗
じ ょ う

降
こ う

客が多く なるにし たがい、 駅か

ら 湯河原温泉場に向けて乗合馬車（ １ 日６ 往復） や小型自動車（ ７ 台） が走り 、

駅から 港までの道路が整備さ れた。
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その後、 1934（ 昭和９ ） 年に丹那ト ン ネルが開

通し 、 熱海線が東海道本線になる と 、 輸送力は 著
いちじ る

し く 強化さ れ国鉄（ 現在のＪ Ｒ ） の利用者は年々

増えてき た。

1950（ 昭和 25） 年、 東京―沼津間を湘南電車が

開通し 、 ２ 時間足ら ずで東京と 結ばれた。 その頃

になると 戦後社会の安定期をむかえ、 人々の生活の

向上にと も なっ て行
こ う

楽
ら く

観
かん

光
こ う

がブームと なり 、 真鶴駅

の乗降客数も 激増し た。

現在で は真鶴駅停車の電車は上り 62 本、 下り

63 本と 増え、 平日のラ ッ シュ 時には、 小田原を はじ め京浜地方への通勤・ 通学

者で、 また観光行楽客で駅ホームや改
かい

札
さ つ

口付近ではかなり 混雑をみせている。 ダ

イヤ改正で快速アク ティ ーの本数が増え、京浜方面への移動の利便性が上がっ た。

（ ２ ） 主要道路

近年の自動車交通の発達はめざまし い

も のがあり 、 自動車によ る 道路輸送量は

全国的に年々増加の一途をたどっ ている。

真鶴町と 近隣都市を 結ぶ道路と し て、

国道 135 号線（ 小田原・ 下田線） と 県道

740 号線（ 小田原・ 湯河原線） がある。

こ れら の道路は小田原から 国道１ 号線と

分かれ、 真鶴を経て湯河原・ 熱海・ 伊東・ 下田方面に通じ ている。

町内各地を つなぐ 道路と し ては、 真鶴駅から 岩地区への岩停車場線と 、 半島

を一周する県道 729 号線（ 真鶴半島公園線） が主なも のである。

県道 740 号線は、 1881 年（ 明治 14 年） に山かごが通れるほどの山道を 整備

し て、 小田原―熱海間を結ぶ道路と し て開発さ れた。 1953 年（ 昭和 28 年） に

は国道 135 号線に指定さ れ、 長い間、 多く の人々に利用さ れてき た。 し かし 、

こ の道路は、 町中から 離れた山沿いを 通るも のであり 、 道幅は狭く 坂やカ ーブ

が多いので、 交通量が増加するにつれて支
し

障
し ょ う

をきたすよう になっ てき た。

そこ で、 1959（ 昭和 34） 年に日本道路公団の手によっ て、 小田原市根府川か

ら 湯河原町千歳橋間 10.6 キロメ ート ルに有料道路「 真鶴道路」 が作ら れた。 こ

の道路も 国道 135 号線に指定さ れる。 し かし 、 自動車交通の発達は目ざまし く 、

折
おり

から の行楽観光ブームと 相まっ て、 こ の道路の交通量も 数年で渋滞を き たす

資料：JR 東日本真鶴駅

（万人）

６年

令和元年度

27 年

22 年

17 年

12 年

７年

平成２年

60 年

昭和 55 年

0 50 100 150 200

JR 真鶴駅乗車人員

99

114

126

138

152

181

187

198

178

185
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よ う になっ てし まっ た。 特に県立真鶴半島自然公園の周辺道路と 交差する 真鶴

駅前の混雑は激し く 、 観光シーズンと も なると 沿道の住民は、 押し 寄せる 車の

騒音や排気ガスに悩まさ れるよう になっ た。

そのため日本道路公団では、 さ ら に真鶴町新島地区

から 全長 610 メ ート ルの岩大橋で岩漁港入口を ひと

またぎし 、 大
おお

ヶ
が

窪
く ぼ

地区から 真鶴半島の丘
き ゅ う

陵
り ょ う

1.5 キロ

メ ート ルをト ンネルで抜け、 湯河原町福浦地区に通じ

る 延長 3.5 キロ メ ート ルの工事を 開始し 、 1975（ 昭

和 50） 年を 完成目標と し た。 し かし 、 本工事にと も

なう 騒音・ 振
し ん

動
ど う

・ ト ンネルの排
はい

気
き

塔
と う

設置による排気ガ

ス等の公害問題を起
き

因
いん

と し て、 工事はし ばし ば中断さ

れた。 こ のため、 日本道路公団と 住民と の間に町当

局や町議会が調整に入り 、 数年間にわたり 協議、 交渉が続けら れた。 その結果、

一定の解決が図ら れ、 1982（ 昭和 57） 年４ 月をも っ て第３ 期新道建設工事が完

了し た。 こ の時から 、 新設さ れた道路を「 真鶴道路（ 新道）」、 従来の町中を 経

由する道路を「 真鶴道路（ 旧道）」 と 呼ぶよう になっ た。 その後、 駅前の渋滞は

緩
かん

和
わ

さ れたが、 真鶴道路（ 旧道） を 通行する 車は半分以下と なり 、 多く の観光

客が真鶴町内を 素通り し てし まい、 町の観光を 考えると マイ ナスの結果と なっ

た。 町と し ては観光客が町内に立ち 寄り たく なる よ う な拠
き ょ

点
てん

づく り に努力し て

いるが、それが実現し た場合は駅前などが渋滞し ない対策が必要であろう 。 また、

1998（ 平成 10） 年の国民体育大会の開催を機に、 1995（ 平成７ ） 年には、 Ｊ Ｒ

の線路をく ぐ るガード の新設工事や真鶴道路（ 旧道） の拡
かく

幅
ふく

工事が行われた。

2008（ 平成 20） 年９ 月、 真鶴道

路（ 旧道） は料金徴収期間の満了を

迎え、 無料開放さ れ、 山側を 通っ

ていた従来の国道 135 号線は県道

740 号線と なる。 こ れにあわせて、

真鶴道路（ 新道） の愛称が付けられ

るこ と と なり 、 公募の結果、「 真鶴

ブルーライン」 に決定さ れた。

岩大橋

真鶴町内の国道・県道状況

令和５年４月１日現在

区　　分 道路延長 平均幅員 路　　　面

県道740号線

（小田原湯河原）
4,012m 9.5m アスファルト舗装

県道739号線

（真鶴半島公園）
6,110m 7.7m アスファルト舗装

（一部コンクリート舗装）

国道135号線 4,271m 10.4m アスファルト舗装

真鶴道路

（真鶴ブルーライン）
2,543m 8.0m

アスファルト舗装

（トンネル内コンクリート舗装）

「神奈川県道路公社」（真鶴道路の管理）および「小田原土木事務所」

（ ３ ） バス・ タ ク シー

町内の主なバスは、 真鶴駅から 真鶴港を 経由し たケープ真鶴行き の路線バス

と 、路線バスの走っ ていない地域を循環運行するコ ミ ュ ニティ バスがあり 、通勤・
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（ ４ ） 貨物輸送

貨物の輸送機関と し ては、 鉄道・ 自動車・ 船
せん

舶
ぱく

が利用さ れている が、 貨物出

入荷量のほと んどは自動車輸送によ る も のである。 鉄道輸送は、 Ｊ Ｒ が経営合

理化のために貨物取り 扱い駅の統合を 行っ たこ と から、 真鶴駅での一般貨物扱

いは行われなく なっ た。 また、 海上運輸も 町から 採掘さ れる 石材だけに限ら れ

ている。

自動車輸送によ る発送品の主なも のは石材で、 小松石と し て知ら れる 良質材

が採掘さ れ、 墓石用・ 石垣用・ 庭石用と し て関東・ 東北・ 北陸・ 東海地方等へ

広範囲にわたっ て出荷さ れている。

４  政治と 住民の生活

（ １ ） 行政のし く みと そのはら き

行政の最高責任者は地方自治法に基づいて 、 町にあっ ては町長と 定めら れ、

町の代表と し てその職務を 行う 。 町長は、 住民によ る 直接選挙によ っ て選出さ

れるが、 町長を補佐する副町長は、 議会の同意を得て町長が任命するこ と になっ

ている。

真鶴町の行政機構は 12 課１ 室（ 議会事務局を含む） から なっ ており 、その他、

法律や条例の定めによ っ て教育委員会、 選挙管理委員会、 監査委員、 農業委員

会及び固
こ

定
てい

資
し

産
さ ん

評
ひょ う

価
か

審
し ん

査
さ

委員会など各種の委員会が設置さ れ、 権
けん

限
げん

を 分かち あ

う こ と によ っ て権力が集中する こ と を 防ぎ、 公平な政治が行われる よ う になっ

ている。

市町村は、 私たち 住民の最も 身近なと こ ろ にあり 、 地方自治の基
き

礎
そ

を なす団

通学や日常生活の移動手段と し て重要な役割を果

たすと と も に、 観光客輸送の役割も 担っ ている。

平成 20 年６ 月から 運行さ れたコ ミ ュ ニテ ィ

バスは、 当初町直営による も のであっ たが、 平

成 28 年 10 月より 有料化さ れ、 事業者委託方式

と なり 、 町民や観光客の利便性を 図る ために運

行さ れている。

こ の他の輸送機関にタ ク シーがある。 季節や時間によ っ て差はあるが、 観光

シーズンの週末や平日の夜には待つ人の列ができ、 バス同様、 町民や観光客の

重要な移動手段の役目をはたし ている。
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真鶴町行政機構図 ( 令和７年４月１日現在 )

     　 町長室    

           

     　 政策推進課 　 　 政策推進係 　 真鶴地域情報センタ ー

町　 長 　 　 副町長

     　 総務防災課 　 　 庶務係 　 　 　 　（ 選挙管理委員会）

           　 （ 固定資産評価審査委員会）

        　 　 防災係 　 　 　 　 真鶴駅前駐輪場

          　 　 　 　 消防施設

     　 人事課 　 　 　 　 　 人事係 

            

     　 財務課  　 　 財政係 

           

        　 　 資産経営係 　 地区集会所

          　 　 　 　 琴が浜研修センタ ー

          　 　 　 　 コミ ュニティ 真鶴

     　 税務町民課 　 　 税務収納係 

           

        　 　 町民生活係 　 真鶴聖苑

           　 し 尿貯留施設

     　 健康こども 課 　 　 健康こども 係 

            

     　 保険福祉課 　 　 医療保険係 　 国民健康保険診療所

           

        　 　 介護保険係 　 地域包括支援センタ ー

          　 　 　 　 看護小規模多機能型居宅介護施設

        　 　 福祉係 　 　 　 　 老人福祉センタ ー

          　 　 　 　 町営住宅

          　 　 　 　 ちびっこ広場

     　 まちづくり 課 　 　 土木管理係

 

        　 　 都市計画係 　 荒井城址公園  

           

     　 産業観光課 　 　 産業振興係 　（ 農業委員会事務局）

          　 　 　 　 岩漁港

          　 　 　 　 産業活性化センタ ー

        　 　 観光推進係 　 ケープ真鶴

          　 　 　 　 お林展望公園

          　 　 　 　 真鶴魚座

          　 　 　 　 岩海岸脱衣休憩所

     　 上下水道課 　 　 工務係 

           

        　 　 下水道管理係 

           

  　 　 会計管理者 　 会計課 　 　 　 　 　 会計係   

           

教育委員会 　 　 教育長  　 教育課  　 　 教育総務係 　 ひなづる幼稚園

          　 　 　 　 まなづる小学校

          　 　 　 　 真鶴中学校

        　 　 社会教育係 　 真鶴公民館

           　 中川一政美術館

           　 遠藤貝類博物館

           　 まなづる図書館

議　 会 　 　 議会事務局 　（ 監査委員）  　 　 　 　 　 　 　 町立体育館

           　 岩ふれあい館

           　

           

           

            

体である。 市町村の受け持つ仕事は、 その地域の発展を 目標と し て学校の設置

や運営、 道路や集会所など施設の整備、 ごみの収集、 水の供
き ょ う

給
き ゅ う

など様々な住民

生活を豊かにするためのサービスを提供するこ と である。
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（ ２ ） 議会の構成と 仕事

町民全員が集まり 、 住みやすい町にする ための町政の運営について話し 合う

こ と は不可能である。 そこ で、 町民の直接選挙によっ て代表に選ばれた人が町

議会議員と 町長である。

町 議 会 は、 町 政 の 方 針 を 決 定 し 、 町 政 が 適
てき

正
せい

に 行 わ れ て

い る か チ ェ ッ ク す る 機 関 で「 議 決 機 関 」 と い わ れ て い る。 
こ れに対し 、 町長や各種行政委員会は、 町議会で決めら れたこ と に基づいて実

際に仕事を行う ので、「 執
し っ

行
こ う

機関」 と いわれる。

町議会は現在 10 名の議員により 構
こ う

成
せい

さ れ、 年４ 回（ ３ 月・ ６ 月・ ９ 月・ 12 月）

の定例会と 必要に応じ て臨
り ん

時
じ

会
かい

を 開く 。 常任委員会は、 総
そう

務
む

経
けい

済
ざ い

常任委員会が

あり 、 全議員は委員会に属するこ と になっ ている 。 さ ら に、 特別な事件の審査、

調査のため、 そのつど特別委員会を設置するこ と も ある。

（ ３ ） 選 挙

民主主義において、 主権者である 国民の考えを 政治に反映さ せる ために投票

によ っ て代表者を 選ぶ機会が選挙であるが、 こ の選挙に参加するこ と が住民の

権利の最も 基本的なも のである。

選挙の管理執行については、 公職選挙法などの法令に基づいて手続き 等が厳

密に定めら れているが、選挙管理委員会は、選挙が公明かつ適正に行われるよう 、

また、 有権者の政治参加への意識向上のために、 真鶴町選挙管理委員会では明

るい選挙推進協議会などの団体と 協力し て、「 中学校生徒標語募集事業」 のよう

な啓発事業を実施し ている。

事  業  名 内  容

中学校生徒標語募集事業
足柄下郡３ 町の中学校生徒を 対象に政治と 選挙に関する 標

語を 募集し 、 選挙・ 政治意識が身につく よう にする 。

（ ４ ） 財 政

真鶴町の業務は、 暦年ではなく 、 ４ 月から ３ 月までの１ 年間を サイ ク ルと し

ている。 その期間で町が使える お金に対し て、 何にどれだけのお金を 活用する

か計画するこ と を「 予算」 と いう 。

こ の「 予算」 は、 勝手に決める わけではなく 、 町議会で内容審議を 行い、 議

決し ても ら う と いう 手続きを踏んでいる。

真鶴町の会計には、町の基本的な行政運営に必要な経費を計上し た「 一般会計」
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と 上下水道の「 企業会計」 や国民健康保険などの「 特別会計」 があるが、こ こ では、

会計の中心と なる「 一般会計」 について解説する。

（ 令和７ 年度一般会計当初予算は、歳入歳出それぞれ 41 億 4,900 万円と なっている。）

① 歳 入

１ 年間に真鶴町に入る すべての収入のこ と を いい、 こ れが１ 年間に町が活用

するこ と のでき るお金と なる。

　 歳入の中で最も 大き な割合を 占めるのは、 町民などから 徴収する 町税であ

る。 令和７ 年度一般会計当初予算ではみる と 歳入全体の約 21％と なっ ている。

真鶴町が課税し ている町税は、 次のと おり である。 　

町　 税 

町　 民　 税 

固定資産税 

軽自動車税 

町たばこ税 

（ 個人町民税）町内に住所等を有する個人にかかる税
（ 法人町民税）町内に事務所等を有する法人にかかる税 

土地・ 家屋・ 償却資産にかかる税 

原動機付自転車・ 軽自動車・ 小型特殊自動車・ 二輪の小
型自動車にかかる税 

たばこの製造業者・ 輸入業者等が町内のたばこ小売販
売業者に売り渡し たたばこにかかる税

次に、 地方交付税（ 一部の国税の一定割合を財政

基盤の弱い地方公共団体でも 標準的な行政サービス

ができ るよう に国から 町に交付さ れるお金） の割合

が約 35％と なっ ている。 他にも 、 国から 交付さ れ

る国庫支出金や県から 交付さ れる県支出金、 住民票

の発行などによる手数料、 町有財産の貸付収入、 町

立体育館の使用料などがある。 　 　

真鶴町の歳入の問題点は、 人口の減少と 高齢化に

より 生産人口が減少し 、 町税収入の下降傾向などで

自主財源（ 町が自由に使えるお金） 比率が低下し て

いるが、 国税収入である地方交付税や地方譲与税に

依存し ているこ と があげら れる。

自主財源の比率低下は、 真鶴町独自の事業を進め

ていく こ と が難し く なると いう こ と になっ ていく 。

今後も 、 厳し い状況が続く と 予想さ れるので、 さ

ら に効率的な財政運営をし ていく 必要がある。

寄附金 10,695 0.3%

繰入金 383,385 9.2%

繰越金 130,758 3.2%

諸収入 67,366 1.6%

町債 276,600 6.7%

歳入総額 4,149,000 100.0%

35.2%

交通安全対策特別交付金 710 0.0%

分担金及び負担金 33,129 0.8%

使用料及び手数料 52,143 1.3%

国庫支出金 356,978 8.6%

県支出金 245,871 5.9%

財産収入 71,031 1.7%

株式譲渡所得割交付金 6,000 0.1%

法人事業税交付金 8,000 0.2%

地方消費税交付金 140,000 3.4%

環境性能割交付金 3,900 0.1%

地方特例交付金 2,800 0.1%

地方交付税 1,460,000

款
本年度 本年度予算

予算額 構成比(％)

町税 875,981 21.1%

地方譲与税 17,403 0.4%

利子割交付金 250 0.0%

配当割交付金 6,000 0.1%

単位　千円

歳入の状況(令和７年度)

(資料：財務課)
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② 歳 出

さ て、 真鶴町ではどんな仕事にお金を使っ ているの

だろ う 。

令和７ 年度一般会計当初予算でみる と 一番多いの

は民生費で、 全体の約 26. 4％を占めている。 続いて、

総務費、 衛生費、 教育費、 公債費、 消防費の順と なっ

ている。

さ らに、 歳出の内容を詳し く 見ていく こと にし よう 。

民生費は、 高齢者福祉や障がい者福祉、 児童福祉、

保育所運営費、 小児福祉などにかかる経費である。 真

鶴町では、県内で最も 高齢化が進んでいるこ と も あり 、

こ れから も 民生費の割合は大きく なっ ていく と 予想さ れる。

総務費は、 町の財産の管理費や地域情報セン タ ーの運営などにかかる 経費の

他、 戸籍住民基本台帳、 選挙などにかかる経費である。

衛生費は、 予防接種や母子保健事業、 市し 尿・ ごみ処理、 火葬場の運営など

の町民の健康や衛生のためにかかる経費である。

教育費は、 小・ 中学校、 幼稚園、 公民館、 中川一政美術館等の運営・ 維持など、

学校教育や社会教育のためにかかる 費用である。 学校施設の改修のほか、 情報

化教育の充実を 図るための小中学校へのパソ コ ン機器の更新や、 国際理解を 図

る ための外国語講師の配置・ グロ ーバル人材育成事業、 教育用Ｉ Ｃ Ｔ 機器の整

備など、 教育内容の質的な充実を 図っ ている。 さ ら に、 遠藤貝類博物館を 拠点

と し た海の学校の実施など、 社会教育の新たな拠点と し て機能し ている。

公債費は学校や道路、 公共施設の建設などで長期にわたり 国や銀行から 借り

入れたお金の返済に充てる 経費である が、 近年、 歳出全体に占める割合は、 大

きな借り 入れの完済に伴い減少傾向にある。

消防費は、 主に消防・ 救急事務の湯河原町への委託、 消防団の運営、 消防施

設の管理、 災害対策にかかる経費である。

こ のほか、 議会費は町議会議員の報酬・ 手当や議会運営に、 農林水産業費は

農業や水産業の振興に、 商工費は商業の活性化や観光振興に、 土木費は主に道

路整備、 維持補修や真鶴港の管理にかかる経費と なっ ている。

今後の真鶴町の財政は、 町債の減少は見込める も のの、 町税収入の減少が予

想さ れ、 一方、 福祉関連などの経費は増大し ていく と いう 危機的状況を 迎えて

いく も のと 想定さ れる。 こ のため、 行財政改革の推進によ り 行政の効率化に努

めている。

100.0%

単位　千円

歳出の状況(令和７年度)

0.0%

公債費 420,636 10.1%

諸支出金 139,527 3.4%

予備費 15,818 0.4%

歳入総額 4,149,000

2.1%

土木費 177,436 4.3%

消防費 219,314 5.3%

教育費 515,390 12.4%

災害復旧費 9

1.6%

総務費 731,513 17.6%

民生費 1,096,273 26.4%

衛生費 622,429 15.0%

農林水産業費 57,439 1.4%

商工観光費 87,382

款
本年度予算本年度

予算額 構成比(％)

議会費 65,834

(資料：財務課)

93

（ ５ ） 社会保障

近年、急速な高齢化の進行や少子化、核家族化などにより 、住民の健康や福祉、

医療に対する ニーズは質・ 量と も に増大し 、 多様化、 複雑化し てき ている。 こ

う し た状況のも と 、 高齢者や障がい者を はじ めと し て様々な支援を 必要と する

人々が、 住み慣れた地域や家庭でいつまでも 暮ら し ていく こ と のでき る、 いわ

ゆる『 家』 に住むのではなく 『 こ の町』 に住む、 オール真鶴の地域社会づく り

が重要な課題と なっ ている。

① 児童福祉

急速な少子化が進んでいる 中で、 多様な保育需要に対応し た保育対策の充実

や、 保育所の運営支援、 小
し ょ う

児
に

医療費助成（ 真鶴町は高校生卒業年代まで）、 児童・

生徒イ ンフ ルエン ザ接種費用の全額公費負担、 まなづる 協力隊によ る 子ども の

一時預かり などの子育て支援対策をより 一層の充実を図る必要がある。

② 高齢者福祉

国の推計によれば、老齢人口割合（ 総人口に占める 65 歳以上の人口の割合）は、

2045（ 令和 27） 年には、 約 36. 3％と 総人口の 3.5 人に 1 人が 65 歳以上と い

う 超高齢化社会になると 言われている。 そのよう な中、 真鶴町ではすでに 2018

年には 40％を 超え、 2030 年には約 50％を 超える と 予想さ れている 。 そこ で、

本町では、 高齢者保健福祉計画・ 介護保険事業計画を ３ 年に一度策定し 、 生涯

現役を めざし た生き がい対策・ 介
かい

護
ご

予
よ

防
ぼう

施
し

策
さ く

の充実、 社会基盤の整備、 生活支

援サービスの推進、 介護保険事業の円
えん

滑
かつ

な運営に努めている。

③ 障がい者（ 児） 福祉

2016（ 平成 28） 年４ 月に障害者差別解消法が施行さ れ、 障がいのある方への

「 合理的配慮」 が求めら れるよう になっ た。 障がいのあるなし に関わら ず、 全て

の命は同じ よ う に大切であり 、 一人一人の命の重さ が変わる こ と のないと いう

当たり 前の価値観を、 改めて社会全体で共有し ていく こ と が大切である。 障が

いのある人も ない人も 、 互いに「 その人ら し さ 」 を 認め合いながら 共に生き る

社会（ 共生社会） の実現をめざし ている。

④ ひと り 親家庭・ 低所得者福祉

離
り

婚
こ ん

や未
み

婚
こ ん

の母等によ るひと り 親家庭は年々増加し ている。 また、 長引く 景
けい

気
き

停
てい

滞
たい

の中で、 暮ら し に困る 町民も 増加傾向にある。 ひと り 親家庭への医療費

助成、 児
じ

童
ど う

扶
ふ

養
よ う

手当や就学援助費の支給、 生活困
こ ん

窮
き ゅ う

世帯への生活保護費の相談
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や支給など各種の支援がさ れている。

⑤ 地域福祉活動

真鶴町社会福祉協議会は、 1986（ 昭和 61） 年から 社会福祉法人と し て地域の

中で福祉活動を始めた。 こ れまで、1990（ 平成２ ） 年に福祉８ 法の改正、2000（ 平

成 12） 年には介護保険制度が実施さ れた。 そのため、 社会福祉は大き く 転換し 、

真鶴町社会福祉協議会においても 在
ざ い

宅
たく

介護を 重視し 、 いつでも 安心し てすべて

の人が可能な限り 、 家族や地域の中で生活ができ るよ う 支援体制の充実を 目指

し 、 1992（ 平成４ ） 年に「 配食サービ ス」 事業を 始めた。 1999（ 平成 11） 年

７ 月に「 老人デイ サービス」 を 町から 受
じ ゅ

託
たく

し 、 2020（ 令和２ ） 年３ 月まで運営

し 、 2020（ 令和２ ） 年４ 月より 、 看護小規模多機能型居宅介護施設と し て、 診

療所の指定管理者である地域医療振興協会へと 引き 継いだ。 また、 2000（ 平成

12） 年４ 月には介護保険制度が施行さ れ、 介護保険事業者と し て、 在宅介護の

かなめである「 居
き ょ

宅
たく

介護支援事業（ ケアマネージャ ー）」 に取り 組み、 在宅生活

に欠かせない事業の核と なっ ている。

　 全国的に 2045（ 令和 27） 年には、 さ ら に高齢化が進み、 日常生活におけ

る諸課題は多様化し てく るこ と が想定さ れる。 そのよう な中で、 町と 真鶴町社会

福祉協議会や診療所をはじ めと し た多職種の関係機関が連携をし て、 福祉の原点

を見つめ直し 、 既存の活動を一層活性化し たり 、 町民に多様な活躍の場を提供し

たり し て、 新し い対策を創出し ながら 、 福祉の心の醸成や、 町民一人一人が担い

手と なり 地域の中で活動でき るよう な、 地域づく り を進めていく 必要がある。

⑥ 年金

国民年金は、 老後の所得保障を 柱と し て、 すべての人が年金を 受けら れる よ

う につく ら れた制度である。 国
こ く

籍
せき

・ 職業を 問わず、 日本に住む 20 歳から 60 歳

までの人は全員加入する こ と になっ ている。 厚生年金等、 他の公的年金に加入

し ている人も 、基礎年金に上乗せする形で加入し ている。 年金事務は、2000（ 平

成 12） 年の地方分権推
すい

進
し ん

一
いっ

括
かつ

法の施
し

行
こ う

に伴い、 国と 地方自治体の役割分担が整

理さ れ、 2002（ 平成 14） 年４ 月から は収
し ゅう

納
のう

事務も 国が実施するこ と になり 、 大

幅な見直し が図ら れた。

⑦ 医療保険

病気やけがの時に保険証を 持っ ていけば、 医療費の一部を 負担する こ と で医

療機関で必要な医療を 受けるこ と ができ る よ う になっ ている。 こ れは、 医療保
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険に国民皆
みな

が加入し ている から である 。 し かし 、 こ の医療保険の財政運営は、

高齢化や医療の高度化に伴い、 医療費の増加や経済の低迷によ る 保険税の伸び

悩みなどによ り 極めて厳し い状況になっ てき ている。 こ のよ う な中、 将来にわ

たり 医療保険制度の安定的な運営を図るため、 2018（ 平成 30） 年４ 月から 、 市

町村が保険者と し て運営し ていた国民健康保険制度に、 都道府県が運営に加わ

る制度改正が行われた。

⑧ 介
かい

護
ご

保険

平成 12 年度より 介護保険制度が施行さ れ、 高齢者福祉の核と なる制度と なっ

ている。 効率的な運営を図るため、 国・ 県・ 町が負担する公費と 、 高齢者が納付

する保険料でまかなわれており 、 保険料は、 介護のサービス量により 今後の３ 年

間を計画運営期間と し て定め、 ３ 年ごと に市町村で決定するこ と になっ ている。

　 平成 18 年度に、 高齢者が安心し て暮ら せるよう に地域にある介護・ 医療・

福祉など多職種の関係機関が協力し て総合的に支えていく ための拠点と し て地

域包括支援センタ ーを役場内に設置し た。 地域高齢者の身近な困り 事に対し て、

総合相談支援を 行い、 高齢者がいつまでも 暮ら し 続けら れる よ う 運動教室等の

予防事業も 実施し ている。 平成 30 年度に改正さ れた介護保険法では、 地域包

括ケアシステムの深化・ 推進が盛り 込まれ、 さ ら に、 令和６ 年度の改正により 、

自立支援・ 重度化防止に向けた介護サービ スの推進を 加え、 制度の安定性・ 持

続可能性の確保に努める こ と と なり 、 児童福祉法、 社会福祉法、 障害者総合支

援法など他法と も 連携し ながら 、 地域共生社会の実現に向けた取組の推進が求

めら れている。

⑨ 健康づく り

子ども から 高齢者までだれも が疾
し っ

病
ぺい

を 未然に防ぎ、 生
し ょ う

涯
がい

を 通じ て健
すこ

やかに暮

ら すこ と ができ る 環境づく り を 目指し ている。 健康は自ら 守り 、 つく る と いう

自立自助の原則に立ち、 健康づく り の意識の高
こ う

揚
よう

に努め、 自主的な健康づく り

活動を活発化し ていく こ と が重要である。

保健師等の様々な職種によ り 、 保健、 医療、 福祉と の連
れん

携
けい

を 密にし ながら 健

康づく り と 、 疾病の早期発見、 相談、 健診、 保健指導の充実に努めている。 特

に他の市町村と 比較し 、 特
と く

徴
ちょ う

ある 事業と し ては、 子ども の出生が減少し ている

状況の中、 乳幼児全戸訪問による育児セミ ナーや親子教室は、 お母さ んや赤ちゃ

んのお友達作り ができ る 大切な場になっ ている。 また、 町民がいつまでも 健康

に暮ら せるよう に、「 まなづる生き 活
い

き 健康体操」 の普及や各種健康教室を展開
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（ ６ ） 教 育

① 学校教育

戦後日本の民主化は多方面から 進み、 特に教

育の機会について学
がく

制
せい

改
かい

革
かく

が打ち出さ れ、 義務

教育制度は 1947（ 昭和 22） 年に６ 年制から ９

年制と なり 、 いわゆる 6・ 3 制の就
し ゅう

学
がく

制がこ の

時点から スタ ート し た。

本町には現在、 教育施設と し て公立小・ 中学

校が各１ 校、公立幼稚園が１ 園あるが、2005（ 平

成 17） 年３ 月までは、小学校２ 校（ 真鶴小学校・

岩小学校） であっ た。 1956（ 昭和 31） 年９ 月 30 日、 新生真鶴町が誕生するま

での町内の学校の歴史については、「 第１ 章 真鶴の歴史」 内「 ６  近代化の始まり 」

以降のそれぞれの教育に関する記述にあると おり である。

真鶴中学校は真鶴町と 岩村の合併により 、 それまでの学校組合立は解消さ れ、

し ているすると と も に、 平成 29 年度に策定し た地域福祉計画のアク ショ ンプラ

ン を 実践する こ と で、 町民の健康課題の共有と 改善に向けた取組を オール真鶴

で実践し ている。

⑩ 医療施設

真鶴町では、 真鶴町国民健康保険診療所が地

域医療の中核を 担っ ている 。 現施設は 1999（ 平

成 11） 年７ 月に現在の場所に移転・ 新築さ れ、

老人デイ サービ スセン タ ーを 併設し た複合施設

と なっ ていたが、 入院施設のない真鶴町の状況

や在宅医療、 在宅介護のニーズの高まり により 、

2020（ 令和２ ） 年４ 月よ り 老人デイ サービ スセ

ン タ ーから 看護小規模多機能型居宅介護施設と

し てリ ニュ ーアルをし た。 また、 2013（ 平成 25） 年８ 月より 指定管理制度を導

入し 、 医師不足や経営の安定化への対応を 図っ ている。 開所当初の診療科目は

内科・ 外科であっ たが、 現在は、 内科・ 小児科・ 外科・ 整形外科に移行し ており 、

町民の「 かかり つけ医」 と し て幅広い診療を 行っ ている。 休日急患及び夜間急

患については、 近隣市町の医療施設への搬送対応と なっ ている。

真鶴町国民健康保険診療所

真鶴中学校（令和８年４月現在）
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以後、 真鶴町立真鶴中学校と 改
かい

称
し ょ う

し 、 今日に至
いた

っ ている。 校舎は木造であっ た

ため年々老
ろ う

朽
き ゅ う

化
か

が進み、 危険改築（ 危険なため改築を 要する） 校舎の認定を 受

けたこ と も あり 、 1970（ 昭和 55） 年９ 月に現在の鉄
てっ

筋
き ん

校舎に生まれ変わっ た。

なお、 1997（ 平成９ ） 年に 50 周年の節目の年を迎え、 記念行事が開催さ れた。

真鶴小学校の校舎も 危険校舎解消のため 1973

～ 74（ 昭和 48 ～ 49） 年の２ 年継
けい

続
ぞく

で木造から

鉄筋に改築さ れ、 1974（ 昭和 49） 年 11 月 30
日新校舎の完成を 見た。 そし て、 屋内運動場の

完成を 待っ て 1976（ 昭和 51） 年５ 月７ 日に校

舎落成と 開校 100 周年を 合わせて盛
せい

大
だい

な式典が

挙
き ょ

行
こ う

さ れた。 その後、 真鶴町唯
ゆい

一
いつ

のプ ールが建

設さ れ、 町内児童皆
みな

が泳げる よ う になる こ と を

目指し て、 真鶴小学校と 岩小学校が共同で使用

する と と も に、 夏季休業中には児童を 対象に水

泳教室の開催や開放を行っ ていた。

続いて、 1978（ 昭和 53） 年４ 月に幼児教育施

設と し て、 町民の待
たい

望
ぼう

久し かっ たひなづる 幼稚

園が開園し た。 ４ 月８ 日に開園、 入園式を 挙行

し た。 平成 25 年度には３ 年保育と なり 、 さ ら な

る幼児教育の充実をめざし ている。

さ ら に、 1979（ 昭和 54） 年３ 月に岩小学校の

老朽校舎解消のため、 鉄筋の新校舎が落成し た。

その後、 屋内運動場の建設計画が持ち上がり 、 既

存の講堂を取り 壊し 、 工事中の予想外の出水と い

う 悪条件にも かかわら ず、 工事等関係者の苦労の

かいあっ て 1990（ 平成２ ） 年に完成を見た。

1992（ 平成４ ） 年９ 月から 全国的に実施さ

れた月１ 回の学校週５ 日制（ 第２ 土曜日休業）、

1995（ 平成７ ） 年４ 月から 実施さ れた月２ 回の

学校週５ 日制（ 第２ ・ 第４ 土曜日休業） 及び 2002（ 平成 14） 年４ 月から の完

全学校５ 日制が目指すと こ ろ の学校・ 家庭・ 地域社会が一体と なっ て、 それぞ

れの教育機能を発揮し 、 子ども の望まし い人間関係を図っ てき た。

少子化現象によ り 、 真鶴町でも 岩小学校・ 真鶴小学校の児童数が減少し 、 小

学校の統合が長年の課題と なっ ていた。 2003（ 平成 15） 年５ 月から 岩小学校・

まなづる小学校（旧真鶴小学校）

ひなづる幼稚園

旧岩小学校
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真鶴小学校・ 真鶴中学校３ 校のＰ Ｔ Ａ 代表と 町在住の学識経験者、 教育長、 自

治会の代表者など で構成さ れる 「 町内小学校統合化推進協議会」 が組織さ れ、

協議を重ねた結果、 2004（ 平成 16） 年 12 月 17 日町議会の 12 月定例会で岩小

学校・ 真鶴小学校を統合するこ と が決まっ た。 両小学校は、 2005（ 平成 17） 年

４ 月１ 日付で廃校と なり 、 同日付で「 まなづる 小学校」 と し て統合さ れた。 同

年５ 月１ 日に町教育委員会主催の開校記念式典が挙行さ れた。 なお、「 まなづる

小学校」 は旧真鶴小学校の校舎を利用し ている。

１ 小１ 中と なっ たこ と を機に、 平成 19 ～ 22 年度の４ 年間、「 確かな学力を身

に付ける小・ 中一貫教育」 実践研究事業と し て、 まなづる 小学校・ 真鶴中学校

を町の実践研究校に指定し た。 さ ら に、 平成 23 年度から は「 確かな育ちを支え

る幼（ 保）・ 小・ 中連携教育」 実践研究事業と し て、 幼稚園の入園から 中学校卒

業までの 12 年間を見通し た思考力・ 判断力・ 表現力の育成や自尊感情・ 規範意

識・ 社会性の育成、 学び直し のシステムの構築などについて研究を 深める こ と

をねら いと し 、ひなづる幼稚園、まなづる小学校、真鶴中学校を実践研究校（ 園）

にし た。 続く 平成 27 年度～ 29 年度の３ 年間では、 神奈川県の「 小中一貫教育

推進事業」 のモデル校と し ての委託を受け、 連携教育をさ ら に一歩進めた「 １ ２

年間の一貫教育の在り 方」 についての研究を進めた。 そし て、令和７ 年現在では、

「 幼・ 小・ 中一貫教育による新たな真鶴町教育の創造」 実践研究事業と し て、「 主

体的・ 対話的で深い学び」「 カ リ キュ ラ ム・ マネジメ ント 」「 児童の発達の支援、

家庭や地域と の連携・ 協働」 をキーワード に、 10 年後、 20 年後の予測が困難な

複雑で変化の激し い社会の中で求めら れる力の育成を目指し 、研究を進めている。

新たな教育課題に対する 取組の充実を 図り ながら 、 町内の教育機関がめざす

教育の目標を 同じ にし て、 児童生徒の成長を 互いに共有し ながら 、 真鶴町の教

育を日々改善し 続けていく 。

② 社会教育

社会教育は、 学校教育と 対比さ れてき たが、 1971（ 昭和 46） 年の社会教育審

議会の答
と う

申
し ん

『 急激な社会構造の変化に対処する社会教育のあり 方について』 に

よれば、「 第一部 社会的条件の変化と 社会教育」 の中で生
し ょ う

涯
がい

教育の重要性と 家庭・

学校・ 社会教育の有
ゆう

機
き

的統合を指
し

摘
てき

さ れた。 また、 1990（ 平成２ ） 年には、「 生

涯学習振
し ん

興
こ う

法」 が施行さ れ、社会の変化に対処する広範囲の課題内容も 提示さ れ、

実践が試みら れた。

真鶴町においては、それに先がけ、1975（ 昭和 50） 年「 人生一生勉強」 をテー

マと し て「 コ ミ ュ ニティ づく り を 志向し た社会教育」 を 推進し 、 平成２ 年度よ
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り ３ 年間、 国と 県の指定を 受け「 生涯学習基本調査」 を 行い、「 町民憲章」 を生

涯学習の視点に立っ て研究を進め「 町民憲章具現化プラ ン」 を作成し た。

こ の二つの研究から 「 いつでも ・ どこ でも ・ だれでも 」 が学び活動する 学習

環境の整備や学習機会の提供・ 充実を 図り 、 学習者の学習・ 活動の意識化活発

化を援助する体制づく り を推進し た。

こ の結果、 家庭・ 学校・ 地域社会・ 職域の潜
せん

在
ざ い

的教育力の活用や相
そう

互
ご

連
れん

携
けい

に

よ る 活動は、 学社連携の絆
き ずな

を 深め、 創造的文化的生き がいのある 地域づく り の

進展がみら れ、 活性化し たまちづく り が進んでいる。

こ れら の活動を支えた学習施設の整備や環境づく り では、 昭和 59 年度開館の

公民館と 老人福祉センタ ーの複合施設「 町民センタ ー」 が、 図書室・ 文化財展示・

福祉・ 学習施設と し て住民の学習の場であっ た。 し かし 、 高度情報化社会の形

成と 地域経済の活性化・ 高齢化や

多様化する住民生活へ対応するた

めの施設と し て「 情報セ ン タ ー

真鶴」 の建設が進めら れた。「 情

報センタ ー真鶴」 は、 旧診療所跡

地に、 住民活動の場、 パソ コ ン な

どの情報機器研修・ 活用の場の機

能を 併せ持つ「 真鶴地域情報セン

タ ー」 と こ れまで町民センタ ーに

おかれていた図書室の機能を 拡充

し た「 まなづる図書館」 を 置く 三

つの機能を持っ た複合施設と し て、 平成 14 年度から 建設が始めら れ、 2004（ 平

成 16） 年 10 月に開館し た。 現在では、 既設の町民セン タ ーと と も に、 生き が

いの創造と 、 学習活動・ 文化活動・ コ ミ ュ ニティ ・ 情報収集の拠点と し て、 多

く の町民から 幅広く 利用さ れている。

1986（ 昭和 61） 年２ 月には土屋家旧宅を借用し 、 美術品・ 文化財の展示施設

と し て「 真鶴町民俗資料館」 を 開館さ せ、 こ こ には貴重な美術工芸品、 生活用

品などを 中心に真鶴の地場産業と し ての採石・ 開運・ 漁業関係の資料を 常
じ ょ う

設
せつ

展
てん

示
じ

し 、 またテーマを設定し た真鶴なら ではの「 特別展」 も 開
かい

催
さ い

し ている。

1989（ 平成元） 年３ 月、 真鶴町立中川一政美術館が開館。 現代洋画家情報セ

ン タ ー真鶴の巨匠中川一政画伯の作品を 中心に展示し 、 年１ 回の「 特別展・ 講

演会」 を開催し ている。 また、「 まちづく り 条例」 の『 美の基準』 に沿っ て「 コ ミ ュ

ニティ 真鶴」 が 1994（ 平成６ ） 年に建設さ れ、 町民の学習の場や集会の場と し

情報センター真鶴
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て活用さ れている。

2006（ 平成 18） 年４ 月、 町内外を 問わず、 遠足など で三ツ 石海岸を 利用さ

れる方たちに、 磯の生き も のについてより 良く 理解し ていただけるよう に指導・

説明を する施設と し て、 真鶴半島にあるケープ真鶴に「 海の学校」 を開設し た。

さ ら に、 2010（ 平成 22） 年４ 月、 近隣から 来訪さ れた方が真鶴町の自然を通し

て、 海の恵みの豊かさ 、 生物の多様性を 体験でき る 施設と し て、 郷土が生んだ

貝類研究家： 遠藤晴雄氏のオキナエビスガイ を はじ めと し たコ レ ク ショ ン を 一

般公開するためにケープ真鶴の２ 階を真鶴町立遠藤貝類博物館と し て開館。「 海

の学校」 と 連携し た自然体験型の学習を通し て、「 海」 や「 緑」 の自然や歴史か

ら なる美し いまちづく り を進めている。

一方、 生涯スポーツ 振興の施設と し ては、 町民のスポーツ・ レ ク リ エーショ

ン 活動への志向を 満たすため、 学校施設の開放と スポーツサーク ルの育成と を

ド ッ キングし 、 真鶴中学校の運動場、 体育館を はじ め、 まなづる小学校・ 岩ふ

れあい館の体育館の休日や夜間開放が実施さ れている。 また、 第 53 回国民体育

大会を 契
けい

機
き

に建設さ れた「 真鶴町立体育館」 は、 町民やスポーツ 団体などに大

いに活用さ れている。

③ 真鶴の教育

本町の教育は、「 第４ 次真鶴町総合計画」 に掲げる 基本政策「 一人一人を 大

切にし た教育によ り 、 学び続け共に生き る 人づく り 、 そし て、 心豊かな生活と

文化のあふれるまちづく り 」 を実現するために、 学校教育・ 社会教育を通し て、

子ども や町民が主人公の教育、 一人一人を 大切にし た教育を 目指し ている。 さ

ら に、生涯にわたっ て学ぶこ と に意欲をも ち、自分と 異なる価値観を互いに認め、

互いの絆を 深め、 支え合い、 分かち 合う 人づく り を 推進し 、 笑顔で心豊かな生

活と 文化が溢れるまちづく り を目指し ている。

そ の た め に、 将 来 を 担 う 子 ど も た ち を 育 て る 学 校 教 育 と 真 鶴 に 住

む 人 々の 生 活を さ ら に 豊 か に す る 社会 教 育 の 充 実を 推 進し て い る。 特

に 真 鶴 の 良 さ を 生 か し 郷 土 真 鶴 に 根 ざ し た 教 育（ ふ る さ と 教 育 ） を

全 て の 分 野 で 推 進 し 、 故 郷 へ の 誇 り と 故 郷 を 愛 す る 心 を 育 ん で い る 。

また、 学校教育・ 社会教育・ ふる さ と 教育の充実に向けて、 真鶴に住む人々

が力を 合わせ連携し て進める教育の仕組みや安全安心な教育環境の整備・ 充実

にも 取り 組むと と も に、「 まなづる 教育の日を 定める 条例」「 真鶴町家庭の日を

定める条例」「 まなづるふるさ と 教育の推進に関する基本要
よ う

綱
こ う

」 等の趣旨を 踏ふ

まえた取り 組みの推進に努めている。
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（ ７ ） 生活環境

①上水道事業

真鶴町の上水道事業は、 1928（ 昭和３ ） 年に真鶴校東端磯崎の浅井戸水源

（ 伏
ふく

流
り ゅ う

水
すい

） を 水源と し て、 計画給水人口 6,500 人、 １ 日最大水量 750 ㎥を も っ

て創設さ れた。 その後、 1951（ 昭和 26） 年の第１ 回拡
かく

張
ちょ う

に始まり 、 1964（ 昭

和 39） 年までの４ 回にわたる 拡
かく

張
ちょ う

と その後の増
ぞう

補
ほ

改良により 整備し てき たが、

1970（ 昭和 45） 年の第５ 回拡張事業において既存の江之浦水源（ 湧水） と 新た

に湯河原町吉浜上水道から 日量 2,500 ㎥の浄水を受
う け

水
みず

し 、 計画給水人口 12,000
人、 計画１ 日最大給水量 6,000 ㎥と し て整備を 実施し た。 その後、 水需要の増

加に伴い、 1971（ 昭和 46） 年に棚子下水源（ 740 ㎥／日）、 1974（ 昭和 49）

年に岩２ 号水源（ 400 ㎥／日） 及び 1975（ 昭和 50） 年に岩１ 号水源（ 1, 000

㎥／日） の深
ふか

井
い

戸
ど

の地下水が確保さ れ、 こ れを 受けて 1981（ 昭和 56） 年に第

６ 回拡張事業が施行さ れた。こ の際に、江之浦水源の１ 日取水量を 2,860 ㎥と し 、

計画１ 日最大給水量 8, 000 ㎥の認可を受けた。

その後、 江之浦水源の湧水が減少し 、 こ れに伴い水源地内に深井戸によ る 地

下水を 確保し 増量を 図っ た。 し かし 、 こ の間、 経済の拡大、 生活様式の変化向

上による 水需要の増加で自己水源だけでは供給するこ と ができ ず、 1970（ 昭和

45） 年より 湯河原町から 受水し てその不足分を 賄
まかな

っ てき た。 それでも 、 夏場の

最需要期には１ 部高台地区等で減
けん

断
だん

水
すい

が発生し 、 その都度、 職員が給水タ ン ク

で給水を行っ てきた。 1981（ 昭和 56） 年の取水地点変更認可により 計画給水人

口を 11,000 人及び計画目標年度を昭和 64 年度と 改め、 計画１ 日最大給水量は

そのまま据
す

え置いた。 こ れまで湯河原町から の受水は恒
こ う

久
き ゅ う

分、 臨時分等を 合わ

せて日量 2,500 ㎥の供給を 受けてき たが、 1982（ 昭和 57） 年３ 月に締
てい

結
けつ

し た

協定は、 真鶴町の水不足問題を 根本的に解決する こ と を 目的に、 湯河原町が新

し い水源を 確保し て日量 3,000 ㎥を 専用管で本町内のタ ンク に送水するも ので

あっ たが、 現在は 1,900 ㎥である。 真鶴町ではこ の協定に基づく 受水施設を 含

めた真鶴町上水道整備基本計画を 1982（ 昭和 57） 年７ 月に策定し た。 さ ら に、

昭和 63 年度から 細山地区等統合整備事業に着手し 、 平成２ 年度に完成し たが、

大規模なマン ショ ン等の申請も あり 、 今後の給水能力を 超える こ と が予想さ れ

る ため、 給水規制条例を 制定し た。 町民の文化的生活の向上と 町政の発展には

上水道の安定供給が不可欠であり 、 真鶴町上水道整備基本計画の見直し と 自己

水源確保等問題の解消を 図る必要があるが、 こ こ 数年、 年間を 通じ て水道使用

量が減少傾向にあり 収入が伸びず、 財政面で経営が非常に厳し い状況にある。
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② 下水道事業

真鶴町の下水処理は、 大多数の家庭が単
たん

独
ど く

処
し ょ

理
り

浄
じ ょ う

化
か

槽
そう

である ため、 ト イ レ 排

水以外の生活雑排水（ 台所・ 風呂・ 洗面所等から の排水） は未処理のままであっ た。

一方、 合
がっ

併
ぺい

処理浄化槽が開発さ れ設置さ れている 家庭では、 各家庭ごと にト イ

レ 排水と 生活雑排水は一緒に処理を 行い、 道路側溝等を 通っ て「 海」 に流さ れ

ている。 また、 浄化槽の汚
お

泥
でい

と 汲
く み

取
と

り 式ト イ レのし 尿処理は、 平成 14 年度から

足柄上衛生組合の「 足柄衛生センタ ー」 にて処理を お願いし ているが、 以前は

海洋投棄で処理さ れていた。 こ れら の影響によ り 、 岩沢川や町内の水路、 周辺

水域である岩海岸、白磯海岸、真鶴港等の水質は着実に悪化し てきている状況で、

河川や沿岸水域の水質保全及び町民の生活環境の改善を 図る こ と によ り 、 真鶴

の大切な財産である「 海」 を美し く するこ と は真鶴町における重要な課題であっ

た。 昭和 62 年度に本地域に適し た自然的・ 社会的条件等の地域性を考慮し 効率

的な整備手法を 用いた「 下水道基本計画推進調査」 から 、 真鶴町の下水は、 湯

河原町の「 湯河原町浄水セン タ ー」 で処理を 行う 「 広域処理方式」 が最適と 判

断さ れた。 こ れに伴い、 平成２ 年度に「 真鶴町公共下水道基本計画」 において、

用途地域と その周辺地域を加えた１ ７ ５ ha を公共下水道全体計画区域と し 、 計

画処理人口を 9,800 人、 計画汚水量（ 日最大） 7, 550 ㎥／日と する 計画を 策定

し た。 平成３ 年度には、 真鶴・ 湯河原両町がそれぞれの平成４ 年３ 月定例町議

会において「 下水の処理に関する 事務の事務委託に関する 規約」 を 議決し 、 平

成４ 年度に市街地（ Ｊ Ｒ 東海道線の海側） 及びその周辺（ 真鶴駅前よ り 町民セ

ンタ ー周辺） を合わせた地区約 25ha を区域と し た「 真鶴町公共下水道事業認可」

を受け、 幹線管
かん

渠
き ょ

（ 下水道管） の布
ふ

設
せつ

工事等、 公共下水道の整備を開始し た。

2006（ 平成 18） 年 12 月に 本町の下水道事業の根幹を な す「 真鶴中継

ポン プ 場」 が完成し 、 2007（ 平成 19） 年３ 月 28 日に待望の供用開始を し

たこ と によ り 、 一部区域において 公共下水道の使用がで き る よ う にな っ た。

　 上記の「 真鶴町公共下水道基本計画」 を 策定し た平成２ 年度には、 人口の増

加を 見込んでいたが、 本章の「 １  人口」 内で触れたよう に、 現在、 真鶴町の人

口は減少傾向にある。 また、 長引く 景気停滞によ り 財源確保も 困難になっ てき

ている。 こ のよう な状況に対応するため、「 真鶴町公共下水道全体計画」 を見直

し 、 公共下水道全体計画区域を 125ha、 計画処理人口を 4,450 人、 計画汚水量

（ 日最大） 2, 500 ㎥／日と し た。 恵まれた自然と 美し い風景を守り 次世代へ継承

する ために、 緑豊かな自然と き れいな海、 快適で安全・ 安心な生活環境を 目指

すためにも 、 下水道整備は極めて重要である。

町では、 事業認可区域を 適
てき

宜
ぎ

広げ、 下水道の整備拡大を 図っ ている。 各家庭
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におかれては、 下水道を 使用する こ と が生活環境の改善につながり 、 真鶴の大

切な財産である「 海」 を美し く するこ と に重要な役割を果たすこ と になる。

③ ごみの収集・ 処理

家庭から 出さ れる ごみは、 現在、 可

燃物・ 不燃物・ 乾電池・ 無色ビ ン・ 茶

色ビ ン・ その他色ビ ン・ カ ン・ ペッ ト

ボト ル・ 紙パッ ク・ 新聞・ 雑紙・ ダンボー

ル・ 粗
そ

大
だい

ご み・ 布類の 1314 品目に分

別さ れ、 道路沿い等に設けら れた集積

場所での収集体制を と っ ている。 収集

業務はそのすべてを 民間業者に委託し

ている。 収集さ れたご みの中で、 可燃

ごみについては、 1997（ 平成９ ） 年７ 月から 稼
か

働
ど う

し た「 湯河原美化セン タ ー」

で焼
し ょ う

却
き ゃ く

処理をさ れている。 処理能力は、70 ｔ /16 時間と 準連続運転ができ 、悪臭、

煤
ばい

煙
えん

、 ダイ オキシン 類の濃度を 基準値以下に抑えた、 周辺環境にも 配
はい

慮
り ょ

し た施

設と なっ ている。 焼却さ れたごみの灰は 2019（ 平成 31） 年３ 月に完成し た最

終処分場において埋立処理を さ れているが、 両施設と も 少し でも 長く 利用し て

いく ためには、 より 一層の可燃ごみの削減が求めら れている。 ビン、 カ ン、 ペッ

ト ボト ルなどの資源ごみについては、 同セン タ ーの敷地内で破
は

砕
さ い

・ 選別・ 圧縮

さ れ、 リ サイ ク ル業者等に受け渡さ れている 。 可燃ごみを 減ら す方法と し ては、

多く の自治体が実施し ているよう に、 現在可燃ごみと し て集めているも のから 更

に資源になるも のを分別し 、 リ サイ ク ルを促進し ていく 方法がある。 町ではその

よ う なごみ減量化政策の一環と し て「 生ごみ処理器」 の購入に対し て補助金の

交付を 行っ ている。 我々の生活から 出てく る可燃ごみの質量で約 40％を占める

生ごみを、 各家庭で処理する こ と で可

燃ごみの減量化を 図ろ う と いう も ので

ある。 また、住民の一人一人が３ Ｒ（ リ

デュ ース＝排
はい

出
し ゅ つ

抑
よく

制
せい

、 リ ユース＝再利

用、 リ サイ ク ル＝再資源化） を 実施し

て、 普段の生活から ご みを 減ら すこ

と を 常に意識する こ と が大事である。

最終処分場

最終処分場
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真鶴半島

④ し 尿処理

し 尿処理については、 浄化槽による 処理、 汲み取り によ る処理と 下水道施設

による処理が行われている 。 2017（ 平成 29） 年の状況で浄化槽処理人口 6,307

人（ 89. 1％）、汲み取り 処理人口 199 人（ 2.8％）、下水道処理人口 576 人（ 8. 1％）

と なっ ている。 浄化槽は設置後の定期的な法定検査や維持管理を 適正にし なけ

れば臭
し ゅ う

気
き

や水質汚染を も たら す恐れがある ため、 住民一人一人が意識し て維持

管理を 行う 必要がある。 汲み取り 処理と 浄化槽の清掃は民間業者に委
い

託
たく

さ れて

いる。 収集さ れたし 尿や浄化槽の汚泥は、 湯河原町分と 合わせて、 平成 13 年度

までは海洋投
と う

棄
き

によ る処理を 行っ ていたが、 現在では海洋汚染防止や自然環境

保全の観点から 全面的に中止さ れている。 現時点において暫
ざん

定
てい

的に足柄上衛生

組合に運
う ん

搬
ぱん

し て委託処理し ている が、 し 尿処理施設や公共下水道施設の整備が

重要と なっ ている。

⑤ 火
か

葬
そう

場
ば

環境保全を最重要課題に設計建設さ れた「 真鶴聖
せい

苑
えん

」 が、 2000（ 平成 12） 年

から 稼動し ている。 こ の施設は、 ごみ焼却施設等と 同様に湯河原町と の広域行

政により 共同で使用さ れている。

（ ８ ） 自然保護

① 豊かな環境

本町は起伏に富んだ土地と 緑の森林を も ち、

県立真鶴半島自然公園地域と 自然環境保全地

域は総面積の約 34％を 占めている。 また、 豊

かな自然と 温暖な気候に恵まれ、 住環境も 良

好なと ても 過ごし やすい町である 。 こ の豊か

な緑は 300 有余年の長き にわたり 、 先人たち

の血のにじ むよ う な努力によ っ て守り 育てら

れたも のであり 、 町民と 訪れる 人たち の共通

の財産、 町民の心のふる さ と と し て大切に受

け継ぎ後
こ う

世
せい

に伝えていく 義務がある。

② 相次ぐ 開発計画・ 壊さ れる緑と 景観

昭和 60 年頃から リ ゾート 開発ブームが押し 寄せ、 特に投機目的のマンショ ン
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が乱開発さ れる 状況がみら れた。 リ ゾート 開発は本町のなかでも 比較的緑豊か

で景観の良好な場所から 始まり 、 町民が誇る自然環境を次第に破壊し ていっ た。

開発圧力の強かっ た平成３ 年度末で町に申請さ れた開発計画は建築済みのも の

も 含め約 50 箇所で、 その面積は 16 ～７ ヘク タ ールにも 達し た。 こ の申請計画

すべてが着工さ れると 、かけがえのない緑と 景観が喪
そう

失
し つ

さ せら れると こ ろであっ た。

③ 水が危ない、 町民の暮ら し の危機

目に見える 緑と 景観の破壊だけでなく 、 さ ら に大規模開発によっ て上水道の

需要が増加し 、 町民への水の供給が危機にさ ら さ れる 状態にあっ た。 特に今ま

でたびたび減断水にみまわれた夏季と 同様に、 恒
こ う

常
じ ょ う

的な水不足にみまわれる と

いう 事態にも なり かねない状況が生まれた。

④ 町の取り 組み

こ れまでに本町では、「 新真鶴町総合計画」「 真鶴町宅地開発指導要綱」「 真鶴

町土地利用指導基準」 などを 制定し 、 長期的なまちづく り の推進や開発の指導

を 行い、 環境や暮ら し を 守るために努力し てき た。 し かし 、 それでも 不十分と

なっ たため、 環境と 町民の暮ら し を 開発から 守る 具体的な対策と し て、 町民の

合意によっ て 1990（ 平成２ ） 年に全国でも 初めての条例と し て「 真鶴町上水道

事業給水規制条例」 及び「 真鶴町地下水採取の規制に関する条例」 を制定し た。

その結果、経済の悪化と 相まっ て開発申請の件数も 激減し 、大き な効果を上げた。

一方、 規制だけではなく 受水施設の充実や地下水保全調査を 行い、 水の安定供

給の努力にも 並行し て取り 組んでき た。

⑤ 美の条例

最 近、 全 国 で 多 く の「 ま ち づ く り 条 例 」 が 制 定 さ れ て い る。 そ れ は

市町村に はそ れぞ れの個性や暮ら し、 産業があ り 、 そ れら を 守り 育て て

い く た め に 各市 町 村 独自 の ルー ル が必 要 と な っ て い る から で あ る。 本

町で も 、 先 の 開発 圧 力 に 対し て 全 国一 律 の法 律 で は 対 応 で き な い 問 題

に、 様々な ルー ルを 制定し て き た が、 よ り 一層豊かな 美し い ま ち づ く り

を 進める 総合的な ルー ルと し て、「 真鶴町ま ち づ く り 条例」 を 制定し た。

こ れは、 真鶴町において昔から 受け継がれている 建築や生活の作法を ルール

にし た「 美の基準」 を 特徴と し ている こ と から、 通称「 美の条例」 と 呼ばれ、

1994（ 平成６ ） 年１ 月１ 日から 施行し ている。

2010 年（ 平成 22） 年には、 長年進めてき た「 美の条例」 によ る まちづく り
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（ ９ ） 防災・ 防犯

① 防 災

近年、 東海地震や神奈川県西部地震などの

大規模地震の可能性が指摘さ れており 、「 神
かん

縄
なわ

・ 国府津―松田断
だん

層
そう

帯
たい

」 と いう 非常に近い

場所で の地震発生の可能性も 指摘さ れて い

る。

こ のよう な環境の中、 防災行政無線などの

防災資器材の整備や避難場所の確保、 自主防

災組織の強化を進めると と も に住民の防災意

識を高めるよう な働き かけを行っ てきた。

町で は、 2004（ 平成 16） 年３ 月、「 真鶴

町地域防災計画」 を策定し 、 2009（ 平成 21）

年３ 月には「 真鶴町津波ハザード マッ プ」 を

発行し てき た。 また、 東日本大震災を 代表と する 全国各地で発生し た大規模地

震や豪雨等によ る 自然災害によ る 被害状況から、 津波や土砂災害等の想定を 含

めた地域防災計画の見直し が求めら れ 2019 年３ 月、「 真鶴町地域防災計画」 を

改定し た。

また、本町では、2009（ 平成 21）年３ 月から 全国瞬時警報システム（ Ｊ アラ ート ）

を導入し ている。 こ のシステムは大規模な自然災害（ 緊急地震速報や津波警報等）

などについての情報を、 防災無線を 利用し て町民に直接、 瞬時に自動で伝えら

れるよう になっ ている。

今後、 災害時における 迅速な救援活動や避難誘導について検討し 、 災害に強

いまちづく り の推進がより 一
いっ

層
そう

必要と なっ ている。

② 消 防

町の消防体制は、 消防事務委
い

託
たく

がさ れている 湯河原町消防署真鶴分
ぶん

署
し ょ

消防隊

と 真鶴町消防団４ 分団で構成さ れている が、 消防団員の不足が問題と なっ てい

ハザードマップ

の功績が認めら れ、「 世界デザイ ン都市サミ ッ ト 」（ 韓国ソ ウル市にて開催、 26

か国 30 都市が参加） に招待を 受け、 まちづく り の取組を アピールし た。「 美の

基準」 は、 真鶴町の自然や風景を 保全する 独自のルールであり 、 世界的にも 評

価をさ れるも のであっ た。
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る。 町では、 魅力ある 組織づく り と Ｐ Ｒ に努め、 消防団員の確保と 活動の活性

化を図っ ている。

また、 住宅密集地では、 古い家屋も 多く 、 道路も 狭
せま

い半面、 近年では建築物

の近代化やマン ショ ン の高層化に伴い、 火災の種類も 大型かつ複雑なも のと な

り つつある。 そこ で、 こ れに対応すべく 消防水利、 消防機器、 消防技術を充実・

強化する必要がある。

③ 防 犯

町では、 安心し て暮ら せる まち づく り を 確保するため、 警察や防犯協会、 そ

の他の関係機関等と 連携し 、 夏期に重点を 置いた防犯パト ロールや広報によ る

防犯意識の普
ふ

及
きゅ う

を 行っ ている。「 こ ども 110 番の家」 の登録を 進めると と も に、

毎月 27 日は自治会、 警察、 町合同の防犯パト ロールを行っ ている。

また、 町内及び近
き ん

隣
り ん

の市町で不
ふ

審
し ん

者
し ゃ

や犯罪の確認がさ れた場合、 すぐ に町民

に知ら せる こ と ができ る よ う な「 安全・ 安心メ ール」（ 2009 年４ 月運用開始）

の配信も 行っ ている。「 安全・ 安心メ ール」 では、 その他、 防災の面から 気象情

報（ 警報等） についても 配信し ている。

④ 交通安全

町は、 その地形条件から 道幅が狭く 坂の多い道路形態であり 、 安全に歩く

こ と ができ ない危険な道が多々ある。 また、 観光シーズンには幹線道路の交

通渋
じ ゅ う

滞
たい

を 避ける ため町道など狭い道路に迂
う

回
かい

し てく る車と 違法駐車の増加によ

り 、 さ ら に状況は悪化する。

そこ で、 子ども や高齢者などの交通弱者を はじ めと する歩行者の安全性を 確

保する ため、 引き 続き 交通安全施設の整備に努める と と も に、 モラ ルの普及に

より 違法駐車追放パト ロールを実施し ていると こ ろ である。
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中学生がすすめる「 おすすめスポッ ト 」

◎半島自然コ ース 【 徒歩約３ 時間】　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   

真鶴駅→荒井城址公園→御林遊歩道→森林浴遊歩道→

ケープ真鶴・ 遠藤貝類博物館→三ツ石→琴ヶ 浜→貴船神社→鵐窟→真鶴駅

◎歴史コ ース 【 徒歩約２ . ５ 時間】　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

真鶴駅→西念寺→兒子神社→瀧門寺→旧土屋邸（ 旧民俗資料館 ) →

お天王さ ん→如来寺跡→源頼朝船出の浜→石工先祖の碑→真鶴駅

◎道祖神コ ース 【 徒歩約２ . ５ 時間】　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

真鶴駅→上の道祖神→下の道祖神→大下の道祖神→丸山の道祖神→

東の道祖神→西の道祖神→児童館前→城口道祖神→真鶴駅

◎美の町コ ース 【 徒歩約２ 時間】　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　      

真鶴駅→コ ミ ュ ニティ 真鶴→西仲商店街→真鶴港→さ ば大師→一本松→

謡坂→石工先祖の碑→真鶴駅

私たち のまち 真鶴では古く から 自然と 多く 関わり あいながら 生活が営まれて

います。 以前には小松石の産地と し て、 全国にその名を 轟
と どろ

かせていまし た。 現

在では、 江戸時代に植
し ょ く

林
り ん

さ れた「 御林（ おはやし ）」 が「 魚付き 林」 と し て、 こ

のまちの漁業を支えています。

こ のまち に住んでいる 私たち にと っ ては慣れてし まっ たこ と ですが、 と ても

坂が多い所でも あり ます。 他の地域の人たち は「 ち ょ っ と 買い物に」 と 自転車

を使う こ と が多いと 聞きますが、 こ こ ではそう はいきません。

でも 急な斜面が海沿いに連なっ ているこ と で、 森と 海の繋がり ができ、 豊か

な海の幸
さ ち

を育てていく こ と になり ます。

真鶴半島は風
ふう

光
こ う

明
めい

媚
び

なと こ ろ と し て神奈川県立自然公園と なっ ています。 ぜ

ひ、 こ の真鶴を、 目で耳で口で足で、 そし てから だ全体で感じ てく ださ い。

真鶴っ てどんなと こ ！

真鶴散策コ ース
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教育委員会の言葉

～真鶴中学校の皆さ んへ～

皆さ んが生活し ている 真鶴町は、 海や山の豊かな自然、 連綿と 続いてき た歴

史と その営みの中から 生まれた文化、 そし て、 身近な景観を 大切にし ている 今

の人々の生活など、 私たちの誇り と なるこ と がたく さ んあり ます。

一方で、 少子高齢化による人口減少と いう 課題があり ます。 平成 29 年４ 月に

国よ り 過疎地域の指定を 受けまし た。 こ のよ う な状況の中で、 町は過疎地域自

立促進計画を 策定し 、 自立促進、 さ ら には、 魅力ある まち づく り に向けて取り

組んでいます。 町の前進のためには、 大人の経験や知恵、 そし て、 若い人の発

想や成し 遂げる ためのパワーが必要です。 中学生の皆さ んも 是非こ の輪の中に

入っ ていただき たいと 願っ ています。

真鶴中学校では、 皆さ んが、 郷土を 愛し 、 郷土を 誇り に思い、 よ り よ い町づ

く り に向けて真鶴町のこ と を考え、 行動でき る町民になるこ と を目標と し て「 ふ

る さ と 教育」 を 総合的な学習の時間等を 中心に進めています。 皆さ んが真鶴の

こ と を学習する時に役立つよう に作成し たのが「 副読本　 真鶴」 です。

「 副読本　 真鶴」 を 身近に置き 、 いろ いろ な学習で自ら 進んで活用し てく ださ

い。 そのために、 まず始めに、 こ の副読本がどんな内容なのか、 一度、 読んで

みてく ださ い。 大まかな内容が理解でき ていれば、 こ れから の学習の中で自ら

進んで活用をするこ と に繋がると 思います。

　 最後に、「 副読本　 真鶴」 の編集には、 真鶴中学校の先生方を 始めと し て、

真鶴町に住む多く の方々のご協力を いただいています。 皆さ んと と も に感謝の

気持ちを表し たいと 思います。

令和８ 年３ 月１ 日

真鶴町教育委員会　 教育長　 纐纈 仁志
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神奈川県の歴史　（ 神奈川県県民部）

神奈川県史　（ 神奈川県県民部）

県勢要覧　（ 神奈川県企画部）

神奈川県蜜柑史

　 　（ 神奈川県柑橘農業協同組合連合会）

小田原地方商工業史

　 　（ 小田原商工会議所）

足柄下郡神社史

目で見る小田原�足柄の100 年

北条早雲　（ 小田原文庫刊行会）

2020 年農業センサス

　 　（ 大臣官房統計部）

神奈川の美林50 選

「 郷土湯河原」 中学校編

　 　（ 湯河原町教育委員会）

中川一政について

　 　（ 中川一政美術館学芸員執筆）

腹の虫（ 中川一政著）

日本水彩画14　 三宅克己（ 三輪英夫著）

神奈川の自然をたずねて

　 　（ 神奈川の自然をたずねて編集委員会）

ヒト デ学　 棘皮動物のミ ラクルワールド

　 　（ 東海大学出版会）

真鶴町史

まなづるの統計

真鶴町過疎地域自立促進計画

真鶴の文化財散策

　 　「 ちょ っと尋ねて見ませんか」

真鶴の文化財　 　 第１�２ �３ 集

真鶴町　 文化財だより　 ２ �３�10�13 号

真鶴の鳥

真鶴の磯の生きもの

副読本「 真鶴」（ 平成 10 年度版）

副読本「 真鶴」（ 令和２ 年度版）

国土地理院『 地理院地図』

引用・ 参考文献

写真・ 資料提供者及びお世話になっ た方々

遠藤勢津夫氏

遠藤　 倫弘氏

石田　 一雄氏

勝山　 輝男氏

平田　 大二氏

渡部　 　 孟氏

室伏　 友三氏

青木写真館

神奈川県石材協同組合

（ 有） 海野石材店

真鶴町立まなづる小学校

旧真鶴町立真鶴小学校

旧真鶴町立岩小学校

真鶴町立ひなづる幼稚園

貴船神社

生命の星地球博物館

郷土出版社

( 株 ) 伊豆箱根鉄道

( 株 ) 箱根登山バス

参考文献・ 資料協力・ 執筆・ 編集者
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令和７ 年度編集委員会

編集委員 ま な づ る 小 学 校 教 頭 後 藤 由多加

　 　 総 括 教 諭 古 本 一 夫

真 鶴 中 学 校 教 諭 二 神 朗

　 教 諭 杉 﨑 洋 一

教育委員会事務局 指 導 主 事 飯 島 貴 之

学校教育指導員 市 川 麻 美

副読本「 真鶴」 の編集に携わっ た方々
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副読本の活用にあたっ て

１  地域体験学習での活用がし やすいよう に、 地域体験学習での実際のコ ースに

基づいた構成にするなどの工夫をし まし た。

２  真鶴町の行政に関する内容を 充実し ています。 本書に書かれた内容を 参考に

し ながら 、「 まちづく り 」 の実際の様子について学習し てく ださ い。

改 訂

編 集 者

発 行

印 刷 所

令和８ 年３ 月（ 初版　 昭和 54 年）

真鶴町中学校副読本「 真鶴」 編集委員会

真鶴町教育委員会

真 鶴
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